
「
日
本
み
や
げ
」
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ

―
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
外
国
人
観
光
と
彫
師

山 

本 

芳 

美

一
　
問
題
の
所
在

　
明
治
中
期
か
ら
後
期
、
つ
ま
り
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
欧
米
か
ら
日
本
に
来
た
滞
在
者
や
旅
行
者
が
、
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
る
現
象

が
み
ら
れ
た
。
施
術
の
拠
点
は
、
国
際
港
で
あ
る
長
崎
、
神
戸
、
横
浜
で
あ
り
、

箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
、
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

外
国
人
向
け
の
施
術
は
、
国
内
の
人
々
が
法
的
に
規
制
を
受
け
て
い
た
時
期
に

重
な
る
。

　
例
え
ば
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
田
口
卯
吉
が
編
纂

し
た
『
日
本
社
会
事
彙 

下
巻
』
は
、
次
の
よ
う
に
十
九
世
紀
末
の
状
況
を
ま

と
め
て
い
る
。
日
本
で
最
初
の
西
洋
式
事
典
の
記
事
を
、
引
用
し
て
み
た
い
。

今
日
は
法
律
の
禁
ず
る
所
な
る
を
以
て
。
公
け
に
業
と
す
る
者
は
な
け
れ

ど
も
。
窃
に
家
に
在
り
て
業
と
す
る
者
あ
り
て
。
消
防
夫
。
馬
丁
。
理
髪

職
。
魚
売
。
車
夫
。
其
の
他
職
人
社
会
に
は
満
身
に
刺
青
す
る
者
あ
り
。

今
は
大
阪
に
も
大
に
流
行
し
。
方
言
ガ
マ
ン
と
云
ふ
。
開
港
場
の
居
留
地

に
は
久
し
き
以
前
よ
り
治
外
法
権
を
利
用
し
て
。
外
人
の
家
に
手
術
所
を

置
き
是
を
業
と
す
る
者
あ
り
。
公
け
に
看
板
を
掲
け
広
告
を
な
せ
り
。
又

外
国
に
巡
業
す
る
者
あ
り
。
横
浜
の
彫
千
代
の
如
き
は
有
名
な
る
技
術
者

に
し
て
。
英
国
皇
孫
。
露
国
皇
太
子
（
今
の
帝
）
独
国
皇
孫
な
ど
。
外
国

人
中
に
は
紳
士
貴
婦
人
の
施
術
を
利
用
す
る
者
少
な
か
ら
ず
。
外
国
人
向
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の
刺
青
業
者
は
針
の
細
き
を
用
ふ
る
故
。
其
の
痛
み
少
く
。
又
依
頼
者
の

望
に
よ
り
て
は
局
部
麻
痺
を
施
し
て
後
施
術
す
る
故
。
全
く
痛
み
な
き
を

得
る
な
り
。
今
日
内
国
人
向
の
刺
青
工
賃
は
一
切
り
。
即
ち
依
頼
者
の
痛

み
に
耐
へ
る
時
間
を
極
度
と
し
て
。
金
三
十
銭
乃
至
五
十
銭
位
な
れ
ど
。

外
国
人
向
け
の
は
。
数
十
日
を
要
す
る
手
術
を
行
ふ
を
な
け
れ
ば
。
図
様

に
依
り
て
予
め
価
を
定
め
。
三
円
以
上
十
円
位
に
て
。
一
日
又
は
数
日
間

に
行
ふ
な
り
と
云
へ
り
（
経
済
雑
誌
社
編 

一
九
〇
二
：
一
五
八
八
頁
）。

　
彫
師
と
外
国
人
が
「
治
外
法
権
」
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
と
知
識
人
が
評
す

る
ほ
ど
、
半
ば
公
然
と
施
術
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
イ
レ
ズ
ミ
関
連
の
広
告
は
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
広
告

の
効
果
、
広
告
を
出
し
た
美
術
商
と
イ
レ
ズ
ミ
業
の
関
係
や
客
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
施
術
を
受
け
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
国
内
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
着
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

現
象
に
着
目
し
、
十
九
世
紀
末
に
活
動
し
た
彫
師
で
あ
る
彫
千
代
（
一
八
五
九

年
―
一
九
〇
〇
年
）
と
美
術
商
の
提
携
に
関
連
す
る
広
告
や
新
聞
雑
誌
の
記
事
、

港
と
仕
事
場
の
位
置
関
係
、
イ
レ
ズ
ミ
の
大
き
さ
や
図
柄
、
平
均
的
な
施
術
時

間
な
ど
を
分
析
、
考
察
す
る
。
十
九
世
紀
末
に
は
、
道
路
、
交
通
機
関
や
宿
泊

施
設
、
電
信
・
電
話
な
ど
の
各
種
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
快
適

な
日
本
観
光
」
が
急
速
に
発
展
す
る
。
軍
艦
の
寄
港
に
加
え
、
国
際
定
期
航
路

は
途
切
れ
な
く
旅
客
を
送
り
込
む
よ
う
に
な
り
、
外
国
人
客
を
取
り
込
む
べ
く

観
光
業
が
隆
盛
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
外
国
人
客
の
需
要
を
掘
り

起
こ
す
た
め
、
旅
行
案
内
書
や
ホ
テ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
裏
な
ど
に
彫
師
の
広
告
が

出
さ
れ
て
い
た
。

　
明
治
時
代
に
訪
日
し
た
外
国
人
観
光
客
が
イ
レ
ズ
ミ
を
す
る
現
象
は
、
新
聞

雑
誌
記
事
、
旅
行
者
の
手
記
な
ど
の
同
時
代
資
料
で
散
発
的
に
触
れ
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
研
究
と
し
て
は
展
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
と
い
え
る
。
日

本
み
や
げ
の
イ
レ
ズ
ミ
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
作
家
の
飯
沢
匡
が
英
国
二

皇
孫
や
露
国
の
ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
（
当
時
）
の
イ
レ
ズ
ミ
や
横
浜
の
彫
師
で
あ

る
彫
千
代
に
つ
い
て
著
し
た
『
異
史 

明
治
天
皇
伝
』（
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。

客
に
関
す
る
書
籍
や
論
文
も
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
国
内
で
刊
行
さ
れ
は
じ
め

た
。
一
九
〇
〇
年
前
後
に
数
回
来
日
し
た
博
物
学
を
趣
味
と
す
る
英
国
人
ゴ
ー

ド
ン
・
ス
ミ
ス
（R

ichard G
ordon Sm

ith, 

一
八
五
八
年
―
一
九
一
八
年
）
が
書
き

溜
め
た
手
記
を
ま
と
め
た
『
ゴ
ー
ド
ン
・
ス
ミ
ス
の
ニ
ッ
ポ
ン
仰
天
日
記
』（
一

九
九
三
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
本
書
に
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
三

月
九
日
に
京
都
か
ら
来
た
彫
師
の
ナ
カ
ジ
マ（

１
）

に
ゴ
ー
ド
ン
が
会
い
、
イ
レ
ズ
ミ

関
係
の
資
料
を
終
日
見
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
ス
ミ
ス 

一
九
九
三
：
九
三
頁
）。

さ
ら
に
、
米
国
の
詩
人
Ｈ
・
Ｗ
・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
長
男
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
Ａ
・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
（C

harles Appleton Longfellow, 

一
八
四
四
年
―
一

八
九
三
年
）
の
体
験
を
軸
に
、
イ
レ
ズ
ミ
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
体
験
と
美
術

収
集
、
施
術
の
象
徴
す
る
意
味
に
つ
い
て
論
じ
たC

hristine M
. E. G

uth

に
よ

るLongfellow’s Tattoos : Tourism
, C

ollecting, and Japan

（2
0
0
4

）
も
出
版
さ
れ
た
。
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日
本
で
も
同
年
に
『
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
日
本
滞
在
記

―
ア
メ
リ
カ
青
年
の
見

た
ニ
ッ
ポ
ン
』
と
し
て
、
最
初
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
手
記
と
手
紙
類
が
編
纂
、

翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
異
文
化
交
渉
史
も
含
め
た
視
点
を
備
え
た
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
、
歴
史

研
究
が
専
門
のJane C

aplan
が
編
集
し
たW

ritten on the Body : Th
e Tattoo in 

European and Am
erican H

istory. 
が
あ
り
、
計
十
四
名
の
著
者
が
英
米
圏
の
イ

レ
ズ
ミ
史
、
太
平
洋
の
各
諸
島
で
の
施
術
や
英
国
の
イ
レ
ズ
ミ
ブ
ー
ム
な
ど
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
英
交
渉
史
研
究
の
小
山
騰
に
よ
る
『
日
本
の

刺
青
と
英
国
王
室
』（
二
〇
一
〇
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
の
英
国
・
米

国
を
中
心
と
し
た
イ
レ
ズ
ミ
ブ
ー
ム
と
日
本
人
彫
師
の
活
動
を
概
観
す
る
画
期

的
な
研
究
で
あ
り
、
後
述
す
る
横
浜
で
活
躍
し
た
彫
千
代
に
つ
い
て
も
一
章
を

割
い
て
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
、
二
〇
一
二
年
にAnna Felicity Friedm

an

が
、

シ
カ
ゴ
大
学
に
学
位
論
文Tattooed Transculturites : W

estern Expatriates Am
ong 

Am
erindian and Pacific Islander Societies, 1500–1900. 

を
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
は
八
十
五
名
の
伝
記
を
基
に
太
平
洋
各
地
で
の
イ
レ
ズ
ミ
を
通
じ
た

交
流
、
交
換
に
着
目
し
た
研
究
で
あ
る
。
さ
ら
にG

lobal H
istories : A Student 

Journal

に
、
横
浜
と
い
う
地
域
に
着
目
し
て
日
本
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ

に
注
目
し
た
論
文
“The 

‘Bodyscape

’ : Perform
ing C

ultural Encounters in 

C
ostum

es and Tattoos in Treaty Port Japan.

” 

も
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）

年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
修
士
課
程
（
当
時
）
の

H
ui W

ang

は
日
本
へ
の
留
学
経
験
も
あ
り
、
近
年
の
日
本
に
お
け
る
研
究
動

向
も
踏
ま
え
て
い
る
。

　
当
時
の
国
内
の
主
要
な
客
で
あ
る
職
人
男
性
は
、
背
中
や
胸
、
全
身
を
、
浮

世
絵
を
下
敷
き
に
し
た
図
柄
で
く
る
む
よ
う
に
彫
る
の
が
好
み
で
あ
っ
た
。

「
額
」
と
呼
ば
れ
る
主
要
な
図
柄
を
引
き
立
て
る
雲
や
波
、
雷
な
ど
を
彫
ら
ず
、

人
物
や
神
像
な
ど
の
図
柄
単
体
で
彫
る
の
は
「
抜
き
彫
り
」
と
呼
ば
れ
、
女
性

が
好
む
彫
り
方
だ
と
し
て
男
性
た
ち
は
避
け
て
い
た
。
日
本
人
の
客
た
ち
は
、

近
隣
の
彫
師
の
仕
事
に
何
度
も
通
っ
て
仕
上
げ
、
図
柄
や
面
積
が
大
き
い
こ
と

が
周
囲
か
ら
も
評
価
さ
れ
た
。
対
し
て
、
日
本
で
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
外
国
人

の
客
層
は
グ
ロ
ー
ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー
（globe trotter

）
と
呼
ば
れ
た
有
閑
階
級
の

世
界
漫
遊
家
、
英
国
や
露
国
、
墺
国
ほ
か
の
各
国
の
皇
族
、
そ
れ
に
軍
人
や
船

員
で
あ
り
、
抜
き
彫
り
を
好
み
、
小
さ
な
図
柄
で
も
訪
日
記
念
と
し
て
喜
ん
だ
。

こ
れ
は
、
上
陸
記
念
に
寄
港
ス
タ
ン
プ
の
よ
う
に
イ
レ
ズ
ミ
を
彫
る
船
員
や
軍

人
の
感
覚
が
反
映
し
て
い
た
。

　
当
時
の
日
本
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
外
国
人
向
け
の
イ
レ
ズ
ミ
施
術
は
、

数
時
間
の
「
体
験
」
め
い
て
い
た
。
外
国
人
客
が
日
本
み
や
げ
と
し
て
彫
っ
た

図
柄
の
大
半
は
、「
日
本
伝
統
刺
青
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
論
で

は
下
絵
の
分
析
に
ま
で
踏
み
込
ま
な
い
が
、
当
時
の
下
絵
や
客
が
書
き
と
め
た

施
術
時
間
か
ら
判
断
す
る
と
、
図
柄
は
諸
外
国
の
港
で
彫
ら
れ
て
い
た
図
柄
と

共
通
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
的
な
意
匠
も
多
分
に
組
み
こ
ん
で
も
い
る
。
軍

艦
が
多
く
寄
港
し
た
長
崎
や
神
戸
の
下
絵
で
は
着
物
姿
の
女
性
を
乗
せ
た
人
力

車
夫
の
姿
な
ど
の
日
本
風
の
図
柄
な
ど
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、
各
国
軍
旗
を
ア
レ
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ン
ジ
し
た
愛
国
的
図
柄
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
横
浜
を
拠
点
と
し
た
彫
千
代
の

下
絵
で
は
英
字
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
、
蝶
や
蜘
蛛
、
蜂
、
蠅
な
ど
の

昆
虫
類
、
動
物
、
虎
や
鷹
な
ど
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
図
柄
は
、
下

絵
の
大
き
さ
や
、
米
国
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
、
そ
し
て
施
術
時
間

か
ら
推
測
す
る
に
、
腕
全
体
や
背
中
、
全
身
に
広
が
る
ほ
ど
の
面
積
で
彫
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
旅
費
や
滞
在
期
間
に
糸
目
を
つ
け
な
い
階
層
の
客
は

限
ら
れ
、
滞
在
時
間
か
ら
見
て
小
さ
な
抜
き
彫
り
し
か
彫
れ
な
か
っ
た
、
と
も

言
い
換
え
ら
れ
る
。

　
旅
行
記
や
報
道
に
基
づ
け
ば
、
大
半
の
外
国
人
客
に
と
っ
て
、
日
本
で
の
イ

レ
ズ
ミ
体
験
は
滞
在
や
旅
の
主
目
的
で
は
な
い
。
当
時
は
訪
日
・
滞
在
外
国
人

全
般
に
移
動
や
居
住
に
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
彫
師
へ
と
客
を
導
い

た
の
は
、
彫
師
自
身
の
売
り
込
み
に
加
え
、
ホ
テ
ル
や
美
術
商
関
連
の
広
告
、

通
訳
兼
ガ
イ
ド
、
別
当
（
馬
丁
）
な
ど
で
あ
り
、
特
殊
な
事
例
で
は
明
治
政
府

の
高
官
も
関
与
し
た
。
日
本
で
の
イ
レ
ズ
ミ
体
験
は
、
旅
行
者
が
日
記
や
旅
行

記
に
数
行
か
ら
一
頁
程
度
に
わ
た
っ
て
記
す
程
度
に
は
物
珍
し
さ
が
あ
っ
た
。

日
記
や
体
験
記
、
旅
行
記
な
ど
で
描
か
れ
る
外
国
人
向
け
施
術
は
、
イ
レ
ズ
ミ

が
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
た
時
代
の
「
建
前
」
と
の
落
差
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

興
味
深
い
こ
と
は
、
施
術
を
所
望
し
た
外
国
人
客
の
前
に
す
ぐ
に
彫
師
が
現
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
た
時
代
は
、
彫
師
は
隠
れ
て
お
こ
な
う
仕
事
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
に
出
版
さ
れ
た
井
出
英
雅
の
著

作
で
は
イ
レ
ズ
ミ
の
施
術
に
つ
い
て
「
昔
は
法
度
だ
っ
た
か
ら
、
閉
め
き
っ
た

薄
暗
い
部
屋
で
百
匁
ろマ

マ

お
そ
く
の
明
か
り
を
頼
り
に
彫
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い

る（
２
）

。
ま
た
、
彫
師
の
横
須
賀
彫
秀
こ
と
柿
本
秀
男
（
一
九
二
九
年
―
二
〇
一
七

年
）
に
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
戦
前
に
は
「（
彫

師
が
）
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
彫
師
の
仕
事
場
に
は
、

彫
っ
て
い
る
友
だ
ち
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
も
の
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
国
内
で
も
タ
ト
ゥ
ー
専
門
誌
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ネ
ッ
ト

検
索
す
れ
ば
タ
ト
ゥ
ー
ス
タ
ジ
オ
の
位
置
と
連
絡
先
が
瞬
く
間
に
判
明
す
る
よ

う
に
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
以
前
は
「
彫
師
は
見
つ
か
り
に
く
い
」
の
が
常
識

で
あ
っ
た
。

　
彫
師
が
見
つ
か
り
に
く
い
一
方
で
、
横
浜
と
い
う
土
地
に
は
彫
師
が
集
ま
っ

て
い
た
、
と
の
証
言
も
筆
者
は
九
〇
年
代
に
得
て
い
る
。
以
下
は
、
浜
松
町
在

住
の
鳶
職
で
あ
っ
た
清
宮
武
三
（
一
九
一
七
年
生
ま
れ
）
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る（

３
）

。

清
宮
の
父
方
の
祖
父
は
、
牛
ぎ
ゅ
う

留と
め

と
い
う
彫
師
で
あ
っ
た
。
牛
留
は
吉
原
の
遊

郭
で
女
郎
に
隠
し
彫
り
や
桜
の
花
な
ど
を
彫
る
こ
と
で
「
人
の
肌
を
突
っ
つ
く

や
り
方
」
を
覚
え
、
洋
食
の
コ
ッ
ク
修
行
を
し
た
横
浜
で
も
、
彫
師
と
し
て
の

腕
を
磨
い
た
。
そ
し
て
、
芝
に
戻
っ
て
表
商
売
は
洋
食
屋
を
営
み
、
裏
商
売
で

彫
師
を
続
け
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
十
一
月
十
二
日
に
四
十
二
歳
で
亡
く

な
っ
た
。
横
浜
は
港
町
で
彫
師
が
集
ま
っ
て
い
た
と
、
清
宮
は
聞
い
て
い
た
。

総
合
す
る
と
、
こ
の
時
代
、
外
国
人
客
に
と
っ
て
は
「
受
け
皿
」、
彫
師
に
と
っ

て
は
「
抜
け
道
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
強
く
示
唆
さ
れ
る
。
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本
稿
で
は
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
と
彫
師
、
そ
れ
を
仲
介
す

る
人
々
や
場
を
歴
史
人
類
学
的
に
分
析
す
る
。
す
で
に
筆
者
は
、
歴
史
人
類
学

の
視
点
か
ら
い
く
つ
か
の
論
文
や
原
稿
の
一
部
で
日
本
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ

ズ
ミ
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
（
山
本 

二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
一
六
ａ
、

二
〇
一
六
ｂ
、
二
〇
一
七
、
二
〇
二
〇
）。
本
稿
で
は
、
日
本
の
彫
師
と
規
制
の

概
略
を
示
し
た
う
え
で
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
来
日
し
た
英
国
二
皇

孫
の
施
術
希
望
に
政
府
役
人
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
人
の
施
術
が
、
後
に
外
国
人
旅
行
者
た
ち
が
施
術
を
受

け
る
誘
因
と
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
彫
師
の
彫
千
代
を
例
に
、
日
本
の

イ
レ
ズ
ミ
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
ど
の
程
度
の
日
数
で
い
か
に
彫
ら
れ
て

い
た
の
か
を
整
理
す
る
。
客
の
誘
致
が
い
か
な
る
方
法
、
媒
体
、
広
告
で
お
こ

な
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
勧
誘
者
が
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
論
じ
た
い
。

　
本
論
で
用
い
る
資
料
は
、
法
的
規
制
が
あ
っ
た
時
代
の
た
め
、
日
本
側
の
一

次
資
料
は
少
な
い
。
し
か
し
、
外
国
人
旅
行
者
の
旅
行
記
や
手
記
、
事
典
な
ど

の
各
種
記
述
、
旅
行
案
内
書
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本

論
は
主
に
そ
れ
ら
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
伝
聞
も
含
ま
れ
て
い
る
が
内
外

の
新
聞
や
雑
誌
記
事
な
ど
も
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　
論
文
の
構
成
を
説
明
す
る
。
第
二
章
「
法
的
規
制
と
英
国
二
皇
孫
に
斡
旋
さ

れ
た
施
術
」
で
は
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
の
英
国
二
皇
孫
の
施
術
を
取

り
上
げ
る
。
明
治
政
府
の
高
官
が
二
人
の
施
術
希
望
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

の
か
を
辿
る
。
さ
ら
に
、
二
皇
孫
の
施
術
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
英
国
人
に
与

え
た
の
か
が
窺
え
る
資
料
と
し
て
、
一
八
九
〇
年
よ
り
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
事
物
誌
』
を
示
す
。『
日
本
事
物
誌
』
は
日
本
小
事
典

で
あ
り
、
英
語
圏
の
人
々
に
と
っ
て
興
味
が
あ
り
、
日
本
の
文
化
を
理
解
す
る

上
で
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
イ
レ
ズ
ミ
の
歴

史
と
文
化
、
現
状
も
独
立
し
た
項
目
と
し
て
解
説
さ
れ
、
二
皇
孫
の
イ
レ
ズ
ミ

体
験
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
横
浜
の

彫
千
代
と
美
術
商
と
の
関
わ
り
、
横
浜
港
周
辺
に
点
在
す
る
関
係
各
所
の
位
置

関
係
を
確
認
し
て
い
く
。
第
四
章
で
は
、
彫
千
代
だ
け
で
な
く
他
の
彫
師
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
旅
客
を
勧
誘
し
た
の
か
を
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
の

横
浜
港
と
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
周
辺
の
呼
び
込
み
に
み
る
。
第
五
章
で
は
東

京
・
帝
国
ホ
テ
ル
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
第
六
章
は
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
や
彫
師

へ
の
関
心
を
背
景
に
、
死
後
も
伝
説
化
す
る
「
彫
千
代
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
七
章
で
は
日
本
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ
が
、
客
た
ち
や
日
本
の

彫
師
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
彫
師
側
は
い
か
な
る
背
景
の
人
々

が
施
術
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
は
世
界

的
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ
施
術
地
」
に
組
み

込
ま
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
結
論
で
は
、
そ
れ
ま
で
に
展
開
し
た
論
点
を
ま
と

め
て
示
し
た
い
。
な
お
、
本
論
の
引
用
文
章
に
つ
い
て
は
、
読
者
へ
の
便
宜
を

考
え
、
漢
字
を
現
代
の
も
の
に
修
正
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お

く
。
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二
　
法
的
規
制
と
英
国
二
皇
孫
に
斡
旋
さ
れ
た
施
術

　
十
九
世
紀
な
か
ば
か
ら
、
外
交
官
、
軍
人
、
商
人
、
お
雇
い
外
国
人
を
は
じ

め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
来
日
し
、
短
期
長
期
に
か
か
わ
ら
ず
滞
在
、

居
住
す
る
外
国
人
が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
遊
覧
を
目
的
と
す
る
グ
ロ
ー
ブ
ト

ロ
ッ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
々
が
現
れ
た
。
旅
行
記
や
日
本
と
英
語
圏
で

発
行
さ
れ
た
新
聞
の
記
事
、
広
告
な
ど
を
元
に
す
る
と
、
外
国
人
訪
問
者
に
よ

る
日
本
国
内
で
の
イ
レ
ズ
ミ
施
術
が
増
加
し
た
の
は
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）

年
か
ら
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
に
か
け
て
の
十
年
間
で
あ
る
。
ブ
ー
ム

と
し
て
は
、
長
く
見
て
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
ま
で
で
あ
る
。
筆
者
が

ブ
ー
ム
終
焉
期
と
仮
定
す
る
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
女
王
の
孫
息
子
に
あ
た
る
ア
ー
サ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ン
ノ
ー
ト
（Arthur of 

C
onnaught

）
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
名
代
で
来
日
し
た
。
こ
の
際
、
日
光
で

初
代
彫
宇
之
が
不
動
明
王
を
彫
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
小
山 

二
〇
一
〇
：
二

〇
一
頁
―
二
〇
八
頁
、
玉
林 

一
九
三
六
：
二
四
四
頁
）。
ま
た
、
同
年
に
は
英
国

人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ラ
ン
ド
（W

illiam
 G

ow
land, 

一
八
四
二
年
―
一
九
二

二
年
）
が
神
戸
で
下
絵
帳
や
道
具
を
蒐
集
し
た（

４
）

。
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

年
以
降
、
客
が
日
本
で
彫
っ
た
と
自
慢
す
る
新
聞
記
事
が
英
米
圏
の
新
聞
で
掲

載
さ
れ
な
く
な
る
。
施
術
が
当
た
り
前
の
風
景
と
な
り
話
題
性
が
な
く
な
っ
た

の
か
、
客
の
熱
が
冷
め
た
の
か
、
あ
る
い
は
日
露
戦
争
や
黄
禍
論
を
背
景
と
し

た
ア
ジ
ア
系
へ
の
差
別
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
の
施
術
流
行
期
は
、
小
山
騰
が
指
摘
す
る
英
米
を

中
心
と
し
た
イ
レ
ズ
ミ
の
流
行
期
に
重
な
る
（
小
山 

二
〇
一
〇
）。
そ
し
て
、

日
本
で
再
び
イ
レ
ズ
ミ
が
水
面
下
で
流
行
し
だ
し
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
。

小
山
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
八
七
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
英
国
内
で
イ
レ
ズ
ミ
が
流

行
し
は
じ
め
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
上
昇
期
に
入
り
、
一
八
九
〇
年
代
に
最
高

潮
に
達
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
世
紀
初
頭
に
下
火
に
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦

頃
に
は
収
束
し
た
（
小
山 

二
〇
一
〇
：
七
六
頁
）。
欧
米
全
体
の
イ
レ
ズ
ミ
の
流

行
も
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
重
な
る
。
同
時
期
は
香
港
に
日
本
人
彫
師
が
多
数
開
業

し
て
い
た
時
代
で
も
あ
る
（
山
本 

二
〇
一
七
）。

　
一
方
で
、
明
治
時
代
に
入
る
と
彫
師
の
営
業
と
客
に
な
る
こ
と
へ
の
規
制
が

強
化
さ
れ
る
。
男
性
の
ふ
ん
ど
し
姿
は
欧
米
の
基
準
で
は
「
裸
体
」
と
な
る
た

め
、
新
政
府
は
外
国
人
に
対
し
て
不
面
目
と
考
え
る
行
為
を
具
体
的
に
挙
げ
な

が
ら
条
例
で
禁
じ
た
。
港
か
ら
規
制
が
開
始
さ
れ
、
横
浜
な
ど
で
は
一
八
七
二

（
明
治
五
）
年
三
月
二
十
五
日
ご
ろ
に
裸
で
の
通
行
や
男
女
混
浴
が
禁
じ
ら
れ

た
と
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
が
報
じ
た
。
以
降
、
横
浜
で
は
路
上
で
の
立
ち
小
便

の
ほ
か
、
イ
レ
ズ
ミ
が
取
り
締
ま
り
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
（
明
治
五
）

十
一
月
八
日
に
は
東
京
府
達
と
し
て
同
様
の
内
容
を
含
む
東
京
違
式
詿
違
条
例

を
課
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
軽
犯
罪
法
に
相
当
す
る
一
連
の
法
律
に
よ
り
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
ま
で
彫
師
を
す
る
こ
と
と
客
に
な
る
こ
と
が
禁

48



じ
ら
れ
た
（
宮
川 

二
〇
二
〇
、
山
本 

二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
五
）。

　
警
察
は
イ
レ
ズ
ミ
を
取
り
締
ま
る
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
に
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ

た
人
々
に
鑑
札
を
出
す
こ
と
に
し
た
。
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
九
月
二
十
四

日
の
読
売
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、

此
せ
つ
お
調
に
成
っ
た
身
体
へ
刺し

繍
し
ゅ
う

を
し
て
居
る
も
の
は
、
一
方
面
の

四
署
へ
出
た
の
が
（
五
月
三
十
一
日
よ
り
七
月
二
十
日
ま
で
）
二
九
八
人
中

女
が
一
人
、
一
方
面
三
署
へ
出
た
者
が
七
十
人
余
、
亦
六
方
面
一
署
へ
出

た
も
の
が
八
百
人
余
、
千
住
の
分
署
へ
出
た
も
の
が
百
六
十
人
、
内
小
塚

原
の
娼
妓
が
二
人
、
此
外
に
は
ま
だ
調
べ
が
よ
く
知
れ
ま
せ
ん
が
、
女
も

大
分
あ
る
様
子
（
後
略

（
５
）

）。

と
あ
り
、
相
当
数
の
人
々
に
イ
レ
ズ
ミ
が
あ
っ
た
。

　
日
本
国
内
で
の
イ
レ
ズ
ミ
の
禁
止
は
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
四
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
英
国
の
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
。Th

e G
raphic

、Th
e 

Standard

ほ
か
の
新
聞
や
雑
誌
で
、「
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
が
禁
止
さ
れ
た
」
と

の
短
報
が
続
く
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
も
、
外
国
に
イ
レ
ズ
ミ
の
施
術
禁
止

は
知
ら
れ
て
い
た
。
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
初
の
来
日
を
果
た
し
た
イ

ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
（Isabella Lucy Bird, 

一
八
三
一
年
―
一
九
〇
四
年
）
は
、
車

夫
の
装
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

（
前
略
）
上
に
羽
織
っ
て
い
る
も
の
﹇
半は
ん

纏て
ん

﹈
は
い
つ
も
身
体
の
後
ろ
で

ひ
ら
ひ
ら
は
た
め
き
、
そ
れ
で
胸
か
ら
背
中
に
か
け
て
入
念
に
施
さ
れ
た

龍
や
魚
の
刺い
れ
ず
み青
が
見
え
た
。
刺
青
は
近
年
禁
止
に
な
っ
た
の
だ
が
飾
り
と

し
て
好
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
破
れ
や
す
い
衣
服
の
代
わ
り
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
バ
ー
ド 

二
〇
一
二 

第
一
巻
：
一
一
九
頁
―
一
二

〇
頁
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
レ
ズ
ミ
や
ふ
ん
ど
し
姿
で
の
往
来
通
行
な
ど
の
禁
止
は

必
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
本
近
代
史
研
究
の
田
中
裕
二
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、「
褌
姿
の
取
締
ま
り
の
範
囲
は
、
東
京
や
横
浜
と
い
っ
た
地
域
の
、
さ

ら
に
市
内
で
外
国
人
の
目
と
警
察
官
の
目
が
届
く
範
囲
に
限
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
一
歩
市
内
を
離
れ
る
と
普
段
の
開
放
的
な
姿
に
戻
っ
た（

６
）

」
の
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
に
と
っ
て
は
皮
肉
な
こ
と
に
、
着
衣
で
仕
事
す
る
習
慣
が
定
着
し
て

き
た
時
期
か
ら
、
日
本
で
の
外
国
人
向
け
イ
レ
ズ
ミ
施
術
に
関
す
る
資
料
が
目

立
つ
よ
う
に
な
る
。

　
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
イ
レ
ズ
ミ
施
術
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
小
山
に
よ
れ
ば
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
軍
艦
ガ
ラ
テ
ィ
ア
で
来
日
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
次
男
で
あ
る
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
王
子
（
後
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公Prince Alfred, D

uke of Edinburgh, 

一
八

四
四
年
―
一
九
〇
〇
年
）
が
日
本
で
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
と
い
う
が
詳
細
は
不

明
で
あ
る
（
小
山 
二
〇
一
〇
：
一
六
三
頁
―
一
七
四
頁
）。
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
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最
初
の
訪
日
滞
在
と
施
術
は
一
八
七
一
（
明
治
四
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
点
で
は
本
格
的
な
イ
レ
ズ
ミ
の
規
制
に
ま
で
至
ら
ず
、
明
治
政
府

が
法
的
に
規
制
し
た
後
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
一
八
八
一
（
明
治

十
四
）
年
十
月
の
「
英
国
二
皇
孫
」
の
来
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
皇
孫
と
は
、

英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
孫
に
あ
た
る
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
（G

eorge V, 

一
八
六

五
年
―
一
九
三
六
年

（
７
）

）
と
早
世
し
た
兄
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
（Prince 

Albert V
ictor, 

一
八
六
四
年
―
一
八
九
二
年
）
で
あ
っ
た
。
二
皇
孫
は
家
庭
教
師

の
ダ
ル
ト
ン
（John N

. D
alton

）
と
と
も
に
軍
艦
バ
ッ
カ
ン
ト
に
三
年
間
乗
船

し
、
西
イ
ン
ド
諸
島
や
南
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
メ
リ
カ
、
地

中
海
、
エ
ジ
プ
ト
、
東
ア
ジ
ア
各
地
を
巡
っ
て
帰
還
し
た
。
こ
の
二
皇
孫
の
施

術
は
、
英
国
ば
か
り
か
欧
米
、
日
本
の
新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
、
以
降
も
た

び
た
び
言
及
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
伴
い
、
女
王
は
じ
め
ロ

イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
挙
手
一
投
足
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　
両
皇
子
の
体
験
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
小
山
騰
の
ほ
か
歴
史
研
究
の
高
久
嶺
之

介
が
考
証
を
加
え
て
い
る
（
小
山 

二
〇
一
〇
：
一
五
二
頁
―
二
〇
八
頁
、
高
久 
二

〇
一
一
：
一
六
六
頁
―
一
七
一
頁
）。
現
時
点
で
は
、
皇
孫
接
待
事
務
方
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
長
崎
省
吾
（
一
八
五
〇
年
―
一
九
三
七
年
）
の
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
の
回
想
「
長
崎
省
吾
第
一
回
談
話
速
記（

８
）

」
が
、
日
本
政
府
高
官
と
両
皇

孫
と
の
応
答
を
伝
え
る
ほ
ぼ
唯
一
の
国
内
資
料
で
あ
る
。

　
長
崎
の
談
話
に
よ
る
と
、
日
本
政
府
は
来
日
が
決
ま
る
と
ダ
ル
ト
ン
を
通
じ

て
皇
孫
た
ち
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。
英
国
王
室
は
海
軍
の
航
海
実
習
中
で
あ

る
と
し
て
国
賓
待
遇
を
遠
慮
し
た
が
、
十
月
二
十
三
日
に
横
浜
到
着
後
、
二
皇

孫
は
延
遼
館（

９
）

に
滞
在
し
た
。
二
皇
孫
は
ダ
ル
ト
ン
を
通
じ
て
長
崎
を
呼
び
出
し
、

イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
い
と
の
希
望
を
申
し
出
て
き
た
。
長
崎
は
、
日
本
で
は
イ

レ
ズ
ミ
を
禁
じ
て
い
る
上
に
王
位
継
承
予
定
者
で
も
あ
り
、
海
軍
の
同
期
生
た

ち
が
横
浜
で
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
の
を
知
っ
て
の
出
来
心
と
考
え
た
。
自
ら
の

一
存
で
許
可
す
る
の
を
た
め
ら
い
、「
日
本
デ
ハ
法
律
デ
禁
ジ
テ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」

と
だ
け
答
え
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
二
、
三
日
後
に
も
長
崎
は
ダ
ル
ト
ン
よ
り
呼
び
出
さ
れ
、
二
皇
孫

の
部
屋
に
赴
く
と
「
日
本
ノ
法
律
デ
禁
ジ
テ
ア
ル
ト
云
フ
デ
返
ヘ
ス
言
葉
ハ
ナ

イ
カ
ラ
黙
ツ
テ
居
ツ
タ
ガ
、
昨
日
来
タ
同
期
生
モ
ヤ
ツ
テ
居
ル
、
今
日
来
タ
者

モ
ヤ
ツ
テ
居
ル
、
ド
ウ
カ
箚
青
（
筆
者
注
：
イ
レ
ズ
ミ
）
ノ
途
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
」

と
懇
願
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
海
軍
に
籍
を
置
き
、
い
つ
海
底
に
沈
む
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
見
分
け
ら
れ
る
の
は
イ
レ
ズ
ミ
ひ
と
つ
で
あ
る
。

「
其
ノ
精
神
ノ
為
ニ
箚
青
ヲ
ス
ル
ノ
ダ
カ
ラ
何
ト
カ
考
ヘ
テ
ク
レ
」
と
告
げ
た

の
で
、
長
崎
は
少
年
た
ち
の
決
意
に
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ダ

ル
ト
ン
が
現
れ
て
、
も
し
で
き
る
な
ら
ば
世
話
を
し
て
く
れ
、
す
で
に
皇
太
子

と
皇
太
子
妃
の
許
し
は
出
て
い
る
と
口
添
え
し
た
。
長
崎
が
中
野
健
明（

10
）

に
電
報

で
「
内
々
良
イ
箚
青
ヲ
ス
ル
者
」
を
問
い
合
わ
せ
、
や
が
て
返
信
が
あ
っ
た
。

二
皇
孫
が
宮
中
で
見
か
け
た
鶴
の
絵
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
鳥
か
と
尋
ね
た
の

で
、
長
崎
が
「
喜
ビ
ヲ
象
徴
シ
タ
鳥
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
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箚
青
を
す
る
者
に
鶴
が
で
き
る
か
訊
ね
た
と
こ
ろ
、「
訳
ナ
ク
ヤ
リ
マ
ス
」
と

答
え
た
の
で
、
二
皇
孫
と
も
鶴
を
彫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
弟
の
ジ
ョ
ー
ジ
は
鶴

だ
け
で
は
な
く
も
う
一
つ
彫
り
た
い
と
希
望
し
た
の
で
、
頭
文
字
の
「
Ｇ
」
も

加
え
て
右
腕
に
彫
っ
た
。
長
崎
も
施
術
に
立
ち
会
っ
た
と
い
う（

11
）

。
長
崎
は
二
皇

孫
の
挿
話
の
締
め
く
く
り
に
、
二
皇
孫
と
も
明
治
天
皇
の
意
向
を
常
に
気
に
し

て
お
り
、
非
常
に
好
感
を
持
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
長
崎
は
二
皇
孫
を
横
浜
に

送
り
届
け
て
、
十
月
三
十
一
日
に
横
浜
か
ら
軍
艦
は
京
都
に
向
け
て
発
っ
た
と

い
う
。

　
日
本
側
は
イ
レ
ズ
ミ
を
法
的
に
禁
じ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
二
皇
孫

は
法
律
と
明
治
天
皇
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、
意
思
を
通
し
た
。

バ
ッ
カ
ン
ト
号
の
公
式
航
海
記
に
も
、「
彫
師
は
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る
が
、

延
遼
館
の
居
室
ま
で
通
さ
れ
て
き
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
二
人
を
は
じ
め
と

す
る
乗
組
員
の
施
術
は
日
本
の
法
律
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
施
術
は
京
都
で
も
お
こ
な
わ
れ
た
。『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
で
は
、

一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
十
一
月
十
八
日
に
「
英
国
皇
孫
両
殿
下
は
去
一
一

日
大
坂マ
マ

へ
到
着  

又
た
京
都
御
滞
在
中
文ほ
り
も
の
し

身
師
を
旅
館
へ
召
さ
る
」
と
報
じ
て

い
る
。
小
山
は
先
に
横
浜
で
施
術
を
受
け
、
さ
ら
に
京
都
で
彫
っ
た
と
結
論
付

け
て
い
る（

12
）

。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
最
も
信
用
で
き
る
の
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
本

人
の
日
記
で
の
「
東
京
で
腕
に
龍
を
、
京
都
で
別
の
腕
に
虎
を
彫
っ
た
」
と
い

う
記
述
で
あ
る（

13
）

。

　
さ
て
、
二
人
が
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
影
響
は
、
日
本
社
会
に
も
す
ぐ
に
現
れ

た
。
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
十
二
月
二
十
七
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』
に

よ
る
と
、
大
阪
で
彫
師
を
訪
れ
る
者
が
増
え
た
と
い
う
。

曩
に
英
国
両
皇
孫
殿
下
の
花
繍
せ
ら
れ
し
事
を
聞
き
及
び
、
文
明
国
の
皇

族
さ
ま
が
な
さ
る
こ
と
だ
、
身
体
髪
膚
を
毀
傷
せ
ぬ
な
ど
ゝ
、
近
い
国
の

唐
人
の
寝
言
は
聞
に
は
及
ば
ぬ
抔
と
、
国
に
禁
令
の
あ
る
を
も
か
ま
は
ず
、

大
坂
の
下
等
勇
み
連
は
同
府
下
西
坂
町
の
彫
徳
、
宗
右
衛
門
町
の
彫
市
、

難
波
新
地
の
彫
安
、
天
満
川
崎
の
彫
政
な
ど
ゝ
い
ふ
昔
時
名
を
得
し
花
繍

師
の
方
へ
押
し
か
け
、
仮
令
御
法
度
で
も
開
明
の
真
似
な
ら
わ
る
く
は
あ

る
ま
い
と
、
無
法
を
云
て
頼
み
に
来
る
者
多
し
と
、
よ
し
や
文
明
国
の
す

る
事
な
り
と
も
、
是
ら
は
真
似
ず
も
あ
れ
か
し
、
事
に
法
の
ゆ
る
さ
ゞ
る

も
の
を
や
。

　
彫
師
や
客
の
取
り
締
ま
り
が
続
く
一
方
で
、
日
本
社
会
で
施
術
が
ひ
そ
か
に

続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
八
九

〇
（
明
治
二
十
三
）
年
二
月
二
十
八
日
付
『
読
売
新
聞
』
で
は
、
警
視
総
監
が

イ
レ
ズ
ミ
の
流
行
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
報
じ
た
。
次
い
で
、

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
十
月
三
日
の
『
読
売
新
聞
』
で
は
、「
近
来
職
人

社
会
に
は
一
般
に
文
身
を
為
す
事
流
行
し
こ
れ
を
持
つ
て
業
と
す
る
者
島
原（

14
）

の

み
に
て
も
五
六
名
も
あ
り
時
間
を
定
め
て
諸
方
を
巡
回
し
或
は
戸
を
構
へ
外
来

者
を
待
つ
等
中
々
注
文
者
多
き
由
」
と
報
じ
て
い
る
。
一
八
九
三
（
明
治
二
十

51

「日本みやげ」としてのイレズミ



六
）
年
六
月
二
十
八
日
に
は
京
都
で
芸
娼
妓
の
あ
い
だ
に
イ
レ
ズ
ミ
が
流
行
し
、

背
中
に
倶
利
伽
羅
紋
々
、
不
動
尊
、
鍾
馗
を
彫
る
者
が
い
る
と
『
読
売
新
聞
』

が
報
じ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
八
月
十
日
に
は
、
高
松

に
て
女
子
、
そ
れ
も
女
子
学
生
ま
で
流
行
が
及
び
、
両
腕
に
入
れ
て
互
い
に

誇
っ
て
い
る
と
、『
朝
日
新
聞
』
が
報
じ
た
。

　
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
頃
に
は
、
当
時
盛
ん
に
催
さ
れ
て
い
た
演
説
会

の
ひ
と
つ
で
「
文
身
の
禁
を
解
く
」
可
否
を
論
じ
る
演
説
が
な
さ
れ
た
。
解
禁

に
向
け
て
世
論
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
会
場
で
は
そ

の
場
で
決
が
取
ら
れ
、
解
禁
に
反
対
と
の
結
論
で
あ
っ
た（

15
）

。
各
地
の
現
象
が
連

動
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
違
式
詿
違
条

例
か
ら
二
十
年
ほ
ど
を
経
て
規
制
が
緩
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
当
時
、
英
国
の
二
皇
孫
を
筆
頭
と
し
て
、
欧
米
の
新
聞
で
は
各
皇
室
や
貴
族
、

富
裕
層
、
著
名
人
の
イ
レ
ズ
ミ
が
注
目
を
集
め
て
い
た（

16
）

。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇

位
継
承
者
予
定
者
（
皇
太
子
に
相
当
）
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ト
（Franz Ferdinand von H

absburg-Lothringen, 

一
八
六
三
年
―
一
九
一
四
年
）

も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ツ
は
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
と
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
従
兄

弟
で
あ
る
。
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に
世
界
漫
遊
旅
行
に
発
ち
、
翌
年

の
八
月
十
六
日
に
箱
根
宮
ノ
下
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
龍
の
イ
レ
ズ
ミ
を
四
時
間

か
け
て
入
れ
た
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
は
も
う
こ
の
国
の
ふ
つ
う
の
習
俗
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
満
喫
し
て

き
た
。
そ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
、
わ
た
し
は
入
れ
墨
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
。
四
時
間
も
の
間
、
溶
液
の
つ
い
た
針
で
五
万
二
千
回
も
刺
さ
れ
る
と

い
う
苦
痛
に
耐
え
抜
く
と
、
よ
う
や
く
左
腕
に
竜
の
彫
り
物
が
燦
然
と
浮

か
び
上
が
っ
た
。
戯
れ
と
い
え
ば
戯
れ
で
あ
ろ
う
が
、
も
は
や
入
れ
墨
は

消
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く
将
来
は
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
著
・
安
藤
勉
訳 

二
〇
〇
五
：
一
六
〇
頁
―
一
六
一
頁
）

　
長
崎
を
舞
台
と
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
の
小
説
『
お
菊
さ
ん
』（
一
八
八
七

年
）
の
出
版
、
そ
し
て
、
一
八
九
一
年
の
露
国
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
の
長
崎
で
の

施
術
も
、
こ
の
イ
レ
ズ
ミ
ブ
ー
ム
を
背
景
に
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
（
山
本 

二
〇
一
六
ｂ

（
17
）

）。
二
皇
孫
は
初
期
の
外
国
人
向
け
施
術
で
あ
ろ
う
が
、
や
が
て

治
外
法
権
を
盾
に
イ
レ
ズ
ミ
施
術
体
験
を
楽
し
む
人
々
が
増
加
す
る
。

　
長
く
日
本
に
滞
在
し
て
研
究
を
し
た
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

（Basil H
all C

ham
berlain, 

一
八
五
〇
年
―
一
九
三
五
年
）
が
執
筆
し
た
『
日
本
事

物
誌
』（Th

ings Japanese

）
に
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
事
情
が
一
項
目
を
立
て
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。
日
本
小
事
典
で
あ
る
『
日
本
事
物
誌
』
は
、
後
述
す
る
『
日

本
旅
行
案
内
』
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
の
初

版
か
ら
第
六
版
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
の
社
会
・
文
化
事
典
と
し
て
、『
日

本
旅
行
案
内
』（
一
八
九
九
年
、
第
五
版
）
に
同
書
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　
愛
知
大
学
の
早
川
勇
の
研
究
に
よ
る
と
『
日
本
事
物
誌
』
は
一
八
九
〇
（
明

52



治
二
十
三
）
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
、
第
二
版
（
一
八
九
一
年
）、
第
三
版
（
一

八
九
八
年
）、
第
四
版
（
一
九
〇
二
年
）、
第
五
版
（
一
九
〇
五
年
）、
第
六
版
（
一

九
三
九
年
）
と
版
を
重
ね
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
版
ご
と
に
文
章
に
細
か
く
手

を
入
れ
て
お
り
、
執
筆
項
目
は
随
時
追
加
、
削
除
、
改
訂
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

初
版
が
一
四
〇
項
目
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
版
は
一
六
三
項
目
で
あ
る
。

頁
数
は
四
〇
八
頁
か
ら
五
〇
三
頁
に
増
え
た
。
訂
正
第
六
版
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
の
死
後
出
版
さ
れ
た（

18
）

。「
イ
レ
ズ
ミ
」（Tattooing （

19
）

）
は
、
第
二
版
か
ら
項
目

に
加
え
ら
れ
、
最
終
版
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る（

20
）

。

　
最
終
版
に
あ
た
る
『
日
本
事
物
誌
』
第
六
版（

21
）

で
は
、
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
の
歴

史
を
簡
単
に
ま
と
め
た
う
え
で
、
イ
レ
ズ
ミ
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
る
。
歴
史

に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
に
入
る
と
官
吏
の
中
に
野
蛮
な
慣
習
と
考
え
た
者
が

い
て
、
火
葬
と
同
じ
よ
う
に
即
決
で
禁
止
さ
れ
た
と
述
べ
、
し
か
し
な
が
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
体
が
助
け
舟
を
出
し
て
、
グ
ロ
ー
ブ
ト
ロ
ッ
タ
ー
が
イ
レ
ズ
ミ

を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
説
す
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
皇
子
は
王
に
ふ
さ
わ
し
く

腕
に
龍
を
入
れ
た
と
紹
介
し
、
彫
千
代
や
彫
安
の
よ
う
な
彫
師
は
イ
レ
ズ
ミ
を

ま
さ
に
芸
術
の
域
ま
で
高
め
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
エ
ド
シ
ッ
ク
・
モ
ノ

ポ
ー
ル
と
ビ
ー
ル
の
よ
う
に
英
国
水
夫
の
好
む
タ
ト
ゥ
ー
と
は
ま
る
で
似
つ
か

な
い
、
素
晴
ら
し
い
線
と
美
し
さ
の
鳥
、
花
、
風
景
が
入
れ
ら
れ
る
。
主
原
料

は
墨
と
朱
で
、
針
は
鋼
製
で
あ
る
。
針
は
六
種
類
の
太
さ
に
わ
か
れ
て
い
て
、

最
も
繊
細
な
線
に
は
三
本
の
針
、
普
通
の
輪
郭
に
は
四
本
か
ら
九
本
を
束
に
し

て
用
い
、
ぼ
か
し
に
は
五
本
、
四
本
、
三
本
と
作
っ
た
針
束
を
さ
ら
に
ま
と
め

て
十
二
本
に
す
る
。
さ
ら
に
六
十
本
の
針
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。
針
は
絹
糸

で
骨
製
の
柄
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
キ
ュ
ー
を
持
つ
よ
う
に
左

手
を
支
え
と
し
て
右
手
で
持
た
れ
る
。
針
は
組
み
つ
ぎ
部
分
よ
り
先
を
相
当
深

く
刺
す
が
、
腕
前
が
よ
い
の
で
出
血
は
め
っ
た
に
出
な
い
。
ま
た
、
コ
カ
イ
ン

を
皮
膚
に
ひ
と
塗
り
す
る
か
、
墨
と
混
ぜ
て
い
た
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、H

ori

は
彫
師
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
、
彫
る
と
い
う
動

詞
か
ら
来
て
お
り
、m

ono

はthings

で
あ
る
と
注
記
し
た
。
彫
千
代
の
死
後

に
出
版
さ
れ
た
版
で
は
、
注
と
し
て
「
初
代
は
一
九
〇
〇
年
に
情
死
し
た
が
、

二
代
目
は
年
若
な
の
に
立
派
に
跡
を
継
い
で
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た（

22
）

。
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
の
『
日
本
事
物
誌
』
の
記
述
は
具
体
的
で
あ
り
、
知
日
外
国
人
や
美

術
収
集
家
な
ど
が
有
し
て
い
た
当
時
の
状
況
へ
の
平
均
的
な
認
識
に
基
づ
い
て

書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
横
浜
の
「
彫
千
代
」
と
美
術
商
と
の
提
携
、
そ
の
広
告

　『
日
本
事
物
誌
』
に
も
名
が
挙
が
っ
て
い
る
彫
師
の
彫
千
代
は
、
日
本
み
や

げ
の
イ
レ
ズ
ミ
に
関
す
る
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
。
欧
米
人
の
イ
レ
ズ
ミ
熱
を

敏
感
に
察
知
し
た
彫
師
の
一
人
が
、
彫
千
代
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
一
九
三

三
（
昭
和
八
）
年
に
横
浜
市
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
横
浜
市
史
稿  

風
俗
篇
』
は
、

彫
千
代
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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馬
丁
を
述
べ
る
と
、
刺
青
の
こ
と
を
思
出
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
而
し

て
刺
青
と
云
へ
ば
彫
千
代
を
思
出
さ
せ
る
の
が
横
浜
の
も
つ
一
裏
面
史
で

あ
る
。（
中
略
）
明
治
の
初
期
、
横
浜
に
来
て
谷
戸
坂
に
住
し
、
専
ら
外

国
人
を
相
手
に
刺
青
業
を
営
ん
で
居
た
。（
中
略
）
彼
は
殆
ど
外
国
人
の

み
を
得
意
先
と
し
、
嘗
て
来
遊
の
外
国
貴
族
や
紳
士
階
級
を
刺
青
し
た
こ

と
が
少
な
く
な
か
つ
た
。
殊
に
外
国
水
兵
は
彼
に
刺
青
し
て
貰
ひ
、
夫
れ

を
見
せ
び
ら
か
し
て
ゐ
た
（
横
浜
市
役
所
編 

一
九
三
三
：
五
七
〇
頁
）。

　
彫
千
代
は
雅
号
で
、
本
名
は
宮
崎
匡
た
だ
し

で
あ
る
。
駿
河
（
現
在
の
静
岡
県
）
の

士
族
出
身
で
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
三
月
に
生
ま
れ
、
十
九
歳
で
在
所
か
ら

抜
け
出
し
、
三
十
歳
ご
ろ
に
横
浜
に
現
れ
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に

渡
辺
フ
ミ
と
結
婚
し
た
。
谷
戸
坂
に
店
舗
兼
自
宅
を
構
え
て
彫
師
を
す
る
一
方
、

表
商
売
と
し
て
写
真
屋
を
営
ん
だ
。
店
舗
で
は
絵
葉
書
や
写
真
に
加
え
て
、
イ

レ
ズ
ミ
の
下
絵
な
ど
も
販
売
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）

年
に
満
四
十
歳
で
鉄
道
の
枕
木
の
買
い
付
け
に
北
海
道
に
赴
き
、
同
年
三
月
に

札
幌
の
遊
女
と
心
中
し
た（

23
）

。

　
彫
千
代
が
彫
師
と
な
っ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彫
千
代
本
人
が
称
し

た
よ
う
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
を
彫
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く

と
も
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
は
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ロ
ン
グ
フ
ェ

ロ
ー
は
、
両
親
の
裕
福
さ
と
寛
大
さ
を
あ
て
に
し
た
「
放
蕩
息
子
」
で
あ
り
、

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
か
ら
二
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
に
滞
在
し
た
（
ロ
ン

グ
フ
ェ
ロ
ー
著
・
山
田
久
美
子
訳 

二
〇
〇
四
）。Longfellow’s Tattoos : Tourism

, 

C
ollecting, and Japan

（2
0
0
4

）
を
執
筆
し
た
美
術
史
家C

hristine M
. E. G

uth

に
よ
れ
ば
、
こ
の
最
初
の
日
本
滞
在
時
に
腕
に
巻
き
つ
く
蛇
を
入
れ
た
。
再
び

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
七
カ
月
ほ
ど
日
本
に
滞
在
し
た
時
に
は
、
背
中

一
面
に
鯉
の
イ
レ
ズ
ミ
を
仕
上
げ
た
と
い
う
（
図
１
）。
彫
師
の
名
を
ロ
ン
グ

フ
ェ
ロ
ー
は
手
記
にH

oricho

と
記
し
、
一
日
の
手
当
て
は
七
ド
ル
だ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
（G

uth 2
0
0
4

：
一
四
二
頁
、
一
五
三
頁
ほ
か
）。
近
年
デ
ジ
タ
ル
公

開
さ
れ
た
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
前
正
面
の
写
真
で
は
、
左
わ
き
腹
下
に
「
彫
千

代
」
の
サ
イ
ン
が
見
え
る
。
そ
の
サ
イ
ン
の
上
に
は
さ
ら
に
何
か
文
字
が
彫
ら

れ
て
い
る
が
判
読
で
き
な
い
。
ま
た
、
左
上
腕
部
に
何
を
記
念
し
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
「
十
月
五
日
」
の
文
字
が
見
え
る
（
図
２
）。

　
こ
の
施
術
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
地
方
紙
が
短
信
だ
が
、「
有
名
な
詩

人
の
息
子
が
横
浜
で
三
カ
月
以
上
か
か
っ
て
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
。
普
通
な
ら

三
年
か
ら
四
年
か
か
る
と
こ
ろ
だ
」
と
報
じ
て
い
る（

24
）

。
そ
の
後
も
、
米
国
の
新

聞
で
は
、
英
国
二
皇
孫
の
施
術
と
と
も
に
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
イ
レ
ズ
ミ
が
た

び
た
び
言
及
さ
れ
た（

25
）

。G
uth

に
よ
れ
ば
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
は
、
さ
ら
に
一

八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
の
三
度
目
の
滞
在
で
も
胸
に
観
音（

26
）

を
入
れ
、
芸
者

や
ト
ン
ボ
、
鳥
ほ
か
で
腕
を
飾
っ
た
（G

uth 2
0
0
4

：
一
四
二
頁

（
27
）

）。

　G
uth

は
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
二
度
目
の
来
日
時
に
親
し
く
交
わ
っ
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ダ
ー
ド
・
ウ
ェ
ル
ド
（C

harles G
oddard W

eld, 

一
八
五
七
年

―
一
九
一
一
年
）
も
横
浜
でH

oricho

の
施
術
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
と
指
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図３　Weld の背中
Dr. Charles Goddard Weld, Courtesy of 
the Peabody Essex Museum.

図２　Longfellow の正面
Charles Longfellow’s Tattooed Front, c. 
1885 （1008．002/002．002-#143）, in the 
Charles Appleton Longfellow （1844―

1893） Papers ,  1842 ―1996,  （LONG 
27888）, Longfellow House-Washington’s 
Headquarters National Historic Site.

図１　Longfellow の背中
Charles Longfel low ’s Tattooed Back, c. 1884 

（1008．002/002．002-#142）, in the Charles Appleton 
Longfellow （1844―1893） Papers, 1842―1996, （LONG 
27888）, Longfellow House-Washington’s Headquarters 
National Historic Site.
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摘
す
る
。
ウ
ェ
ル
ド
は
外
科
医
で
、
後
に
一
族
の
莫
大
な
財
産
を
管
理
し
つ
つ

美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
（
中
野 

二
〇
一
八
：
八
八
頁

（
28
）

）。
京
都
の
彫
安
も
ロ

ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
が
ウ
ェ
ル
ド
に
紹
介
し
た
と
い
う
。
ウ
ェ
ル
ド
の
写
真
も
残
さ

れ
て
お
り
、
背
中
全
体
に
精
緻
な
イ
レ
ズ
ミ
が
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
３

（
29
）

）。

　
さ
ら
に
、G

uth

に
よ
れ
ば
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学

考
古
学
人
類
学
博
物
館
（Th

e Penn M
useum

）
の
民
族
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

核
と
な
る
ボ
ル
ネ
オ
ほ
か
の
収
集
品
を
寄
贈
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・

フ
ァ
ー
ネ
ス
三
世
（W

illiam
 H

enry Furness III （
30
）

）
に
もH

oricho

を
紹
介
し
た

と
い
う
。
フ
ァ
ー
ネ
ス
の
来
日
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
、
一
八
九

六
（
明
治
二
十
九
）
年
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
で
あ
る（

31
）（

図
４
）。
写
真

は
仕
上
が
っ
た
直
後
に
横
浜
の
弁
天
通
り
に
あ
っ
た
玉
村
康
三
郎
の
写
真
場
で

撮
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（G

uth 2
0
0
4

：
一
五
五
頁
―
一
五
七
頁
）。

フ
ァ
ー
ネ
ス
は
、「
世
界
で
最
も
芸
術
的
な
イ
レ
ズ
ミ
の
あ
る
男
」
と
当
時
の

地
方
紙Th

e O
regonian

（1
7 July 1

8
9
4

）
で
評
さ
れ
た
と
い
う（

32
）

。

　
横
浜
の
彫
師
で
あ
る
参
代
目
彫
よ
し
は
、
彫
千
代
の
下
絵
が
精
緻
な
描
写
に

富
む
こ
と
か
ら
、
機
械
彫
り
を
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る（

33
）

。
あ
る
い
は
、
最
も

細
い
ビ
ー
ズ
針
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
針
か
、
細
い
目
処
の
な
い
小
町
針
で
彫

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
写
真
の
よ
う
な
イ
レ
ズ
ミ
は
、
手
彫
り
で
も
三
カ
月
程
度
で

彫
れ
な
く
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
と
ウ
ェ
ル
ド
、
フ
ァ
ー
ネ
ス
と
も
、
背

中
や
腹
部
全
体
に
広
が
る
「
大
作
」
で
あ
り
、
彫
千
代
の
客
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
イ
レ
ズ
ミ
は
日
本
み
や
げ
と
し
て
は
例
外
的
で
あ

る
。G

uth

は
彼
ら
が
な
ぜ
日
本
の
美
術
品
の
収
集
と
と
も
に
イ
レ
ズ
ミ
に
関

心
を
傾
け
た
の
か
を
、em

bodim
ent

（
具
現
化
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
察

し
て
い
る
（G

uth 2
0
0
4

）。
こ
こ
で
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
大
半
の
外
国
人
客
の

行
動
に
も
目
を
向
け
た
い
。
客
た
ち
の
多
く
は
、
大
概
数
時
間
か
ら
一
日
程
度

で
施
術
を
済
ま
せ
、
足
早
に
次
の
目
的
地
に
向
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
国
際
定
期
航
路
が
開
か
れ
、
横
浜
ほ
か
か
ら
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ

る
時
代
に
入
る
と
、
彫
千
代
は
旅
行
案
内
書
や
ホ
テ
ル
の
広
告
に
よ
り
集
客
を

試
み
て
い
く
。
個
人
客
を
相
手
に
す
る
一
方
で
、
英
国
系
美
術
商
の
ア
ー
サ
ー 

ア
ン
ド 
ボ
ン
ド 

フ
ァ
イ
ン 

ア
ー
ト 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（Arthur &

 Bond

’s fine art 

gallery, 
以
下
、
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
）
と
一
八
九
三
年
前
後
の
一
時
期
、
提
携
関

係
を
結
ん
で
い
た
。
こ
の
美
術
商
が
出
し
た
広
告
の
一
部
で
は
、
彫
千
代
の
タ

図４　Furness の背中
“Photograph by Kōzaburō Tamamura. 
Courtesy of the Penn Museum, image 
no. 139021.”
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ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
は
一
八
八
九
（
明

治
二
十
二
）
年
に
横
浜
で
設
立
さ
れ
た
の
ち
、
神
戸
と
ロ
ン
ド
ン
に
支
店
を

も
っ
た
。
社
名
は
ホ
ー
レ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ー
サ
ー
（H

orace Frank 

Arthur

）
が
設
立
し
た
会
社
に
ボ
ン
ド
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
一
九
二

六
（
大
正
十
五
、
昭
和
元
）
年
ま
で
事
業
が
継
続
し
た
。
主
軸
は
日
本
の
美
術

品
の
輸
出
で
あ
っ
た
が
、
店
頭
で
も
美
術
品
、
骨
董
品
を
扱
っ
て
い
た
（
小
山 

二
〇
一
〇
、
菅 

二
〇
〇
四
）。
美
術
史
研
究
の
菅
靖
子
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
サ
ー
・

ボ
ン
ド
に
先
行
し
て
、
日
本
の
美
術
製
造
品
を
扱
う
英
国
系
美
術
商
社
が
す
で

に
数
社
営
業
を
開
始
し
て
い
た
。
日
本
資
本
で
も
、
同
種
の
美
術
商
が
開
業
し

て
い
た
（
菅 

二
〇
〇
四
、
山
本
真
紗
子 

二
〇
一
〇
）。
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の
推
測

と
な
る
が
、
美
術
商
・
骨
董
商
に
立
ち
寄
る
客
た
ち
が
イ
レ
ズ
ミ
に
も
興
味
を

示
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
後
発
の
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
は
彫
師
と
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
他
と
異
な
る
事
業
を
打
ち
出
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
は
、
外
国
に
お
い
て
日
本
人
の
彫

師
た
ち
が
営
業
を
開
始
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
芸
能
史
研
究
の
倉
田
喜
弘
は
、

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
か
ら
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
か
け
て
、
軽

業
師
や
撃
剣
師
の
芸
人
、
錺
か
ざ
り

職
人
、
履
物
職
人
、
提
灯
屋
な
ど
の
職
人
ら
約

百
人
の
日
本
人
が
英
国
に
渡
っ
た
経
過
を
研
究
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ド

パ
ー
ク
に
隣
接
す
る
ナ
イ
ツ
ブ
リ
ッ
ジ
の
ハ
ン
プ
リ
ー
ズ
・
ホ
ー
ル
に
物
産
展

か
見
本
市
の
原
型
の
よ
う
な
「
日
本
村
」（
日
本
風
俗
博
覧
会
）
が
つ
く
ら
れ
、

諸
芸
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
火
事
に
遭
っ
た
う
え
に
観
客
に
飽
き
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
興
行
は
十
八
カ
月
で
終
了
し
た
。
会
場
で
は
「
幸
い
一
行
の
中
に
上

手
な
男
が
お
り
、
入
墨
屋
を
は
じ
め
ま
し
た
。
蛇
一
つ
を
彫
り
ま
す
と
五
円
か

六
円
、
さ
ら
に
技
術
を
要
す
る
も
の
は
十
円
に
も
な
っ
た
と
申
し
ま
す
」（
倉

田 

一
九
八
三
：
七
三
頁
―
七
四
頁
）
と
い
う
。
倉
田
の
著
作
に
は
渡
航
者
名
簿

が
巻
末
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
施
術
を
し
た
人
物
は
不
明
で
あ
る（

34
）

。

　
各
種
船
舶
の
寄
港
地
で
あ
る
香
港
に
お
い
て
も
、
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）

年
に
は
日
本
人
彫
師
が
来
た
こ
と
が
英
字
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、
一
八
八
九
（
明

治
二
十
二
）
年
に
は
日
本
人
彫
師
の
営
業
が
報
じ
ら
れ
た
。
香
港
の
日
本
人
彫

師
の
記
事
は
、
英
国
各
紙
の
新
聞
に
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
四
月
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
散
発
的
に
転
載
さ
れ
て
い
た
。
記
事
で
は
、
こ
の
彫
師
が
英

国
二
皇
孫
の
腕
に
イ
レ
ズ
ミ
を
し
た
と
も
書
か
れ
て
い
た
（
山
本 

二
〇
一
七

（
35
）

）。

　
欧
米
全
体
で
の
イ
レ
ズ
ミ
の
流
行
、
そ
し
て
手
す
さ
び
程
度
で
も
日
本
の
彫

師
が
イ
レ
ズ
ミ
の
施
術
を
す
れ
ば
欧
米
の
客
た
ち
に
受
け
る
こ
と
を
、
外
国
人

相
手
の
商
売
に
目
ざ
と
い
者
な
ら
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
香
港
、
英
国
、
米
国

で
働
い
た
日
本
人
彫
師
た
ち
も
、
二
皇
孫
や
露
国
皇
太
子
ら
の
イ
レ
ズ
ミ
を
自

店
の
宣
伝
に
使
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
英
国
二
皇
孫
の
施
術
を
自
社

広
告
に
謳
う
ほ
う
が
、
外
国
人
客
の
関
心
を
引
く
と
考
え
た
可
能
性
が
高
い（

36
）

。

　
彫
千
代
の
名
は
現
時
点
で
確
認
で
き
る
限
り
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）

年
か
ら
外
国
の
英
字
新
聞
に
現
れ
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
五
月
の

ロ
ン
ド
ン
の
新
聞
、Pall M

all G
azette

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
京
都
で
答
え
、
神

戸
に
在
住
し
て
い
る
と
彫
千
代
が
述
べ
た 

“The apelles of Japanese tattooer.
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と
い
う
記
事
が
最
初
の
も
の
で
あ
る（

37
）

。
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
と
彫
千
代
が
い
つ

頃
知
り
合
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
記
事
を
き
っ

か
け
に
両
者
が
接
近
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
自
身

が
彫
千
代
を
新
聞
社
に
売
り
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
か
く
、
両
者
が
提

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人
旅
行
者
は
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
神
戸
や
ロ

ン
ド
ン
に
あ
る
各
支
社
を
通
じ
て
、
問
い
合
わ
せ
や
予
約
が
可
能
と
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
提
携
が
解
消
さ
れ
た
後
で
も
、
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
は
彫
千
代
や

他
の
彫
師
を
紹
介
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
英
国
人
の
動
物
学
者
ガ
ン
ビ
ア
・
ボ
ル
ト
ン
（G

am
bier Bolton

）
が
、

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
か
そ
の
翌
年
に
彫
千
代
を
訪
ね
る
な
ど
し
て
、

『
ス
ト
ラ
ン
ド
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
英
日
イ
レ
ズ
ミ
事
情
の
記
事
を
書
い
た
。
小

山
に
よ
る
と
、
欧
米
圏
の
彫
千
代
に
関
す
る
記
述
は
、
ボ
ル
ト
ン
の
記
事
に
基

づ
く
も
の
が
多
い
（
小
山 

二
〇
一
〇
：
二
一
八
頁
―
二
二
三
頁
）。
記
事
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
女
性
客
の
多
く
が
彫
千
代
に
よ
っ
て
肩
に
小
さ
な
蝶
や
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
入
れ
る
と
述
べ
て
い
る（

38
）

。
こ
の
記
事
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
富

豪
バ
ン
テ
ル
か
ら
の
呼
び
寄
せ
話
は
、
三
年
ほ
ど
後
の
一
八
九
六
（
明
治
二
十

九
）
年
十
二
月
二
十
七
日
の
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
記
事
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

こ
の
記
事
で
は
、
彫
千
代
は
同
年
五
月
に
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
際
に
、「
自
分

（
筆
者
補
注
：
の
仕
事
）
は
外
国
人
向
け
で
あ
り
内
国
人
向
け
で
は
な
い
」
と
申

し
開
き
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
露
国
皇
帝
が
前
年
に
ま
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た

と
き
に
、
地
方
官
吏
の
紹
介
で
陛
下
の
左
腕
に
飛
龍
を
彫
っ
た
と
も
語
っ
た
。

警
察
は
若
干
の
罰
金
と
営
業
停
止
を
彫
千
代
に
申
し
渡
し
た
が
、
バ
ン
テ
ル
に

一
万
二
千
ド
ル
で
三
年
間
招
聘
さ
れ
た
と
記
事
は
続
く（

39
）

。

　
提
携
時
代
の
一
八
九
二
（
明
治
二
十
三
）
年
の
広
告
は
、
一
流
ホ
テ
ル
に
も

出
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
が
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
米
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
三
）
年
四
月
の
箱
根

富
士
屋
ホ
テ
ル
の
外
国
人
向
け
晩
餐
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
（
図
５
）。
こ
の
メ

ニ
ュ
ー
の
裏
に
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
広
告
が
あ
る
（
図
６
）。

　
客
が
持
ち
帰
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
美
し
い
カ
ー
ド
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

メ
ニ
ュ
ー
の
裏
に
は
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
横
浜
店
の
広
告
が
あ
り
、
最
後
の
数

行
に
「TAT

TO
O

IN
G

」
と
題
し
た
宣
伝
文
句
が
あ
る
。「
彫
千
代
：
著
名
な

彫
師
で
あ
り
、
ア
ル
バ
ー
ト
皇
子
と
ジ
ョ
ー
ジ
皇
子
の
ご
贔
屓
を
得
た
。
世
界

中
に
そ
の
す
ば
ら
し
く
芸
術
性
あ
る
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
私
ど
も
の
専
属

で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
、
見
本
帳
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
タ
ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
が
あ

る
」
と
う
た
っ
て
い
た
。

　
富
士
屋
ホ
テ
ル
は
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が
施
術
を
受
け
た
ホ
テ

ル
で
あ
る
。
一
八
九
三
（
明
治
二
十
四
）
年
来
日
と
い
う
時
期
か
ら
し
て
、
宿

泊
時
に
も
こ
う
し
た
メ
ニ
ュ
ー
兼
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
小
山
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
当
時
の
外
国
人
旅
行
者
が
必
ず

携
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る
旅
行
案
内
書
に
も
、
タ
ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
を
含
め
た

ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
一
八
九

一
（
明
治
二
十
二
）
年
に
脱
稿
し
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
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た
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
（John M

ullay Press

）
の
『
日
本
旅
行
案
内
』（A 

H
andbook for Travellers in Japan （

40
）

）
の
第
三
版
に
も
富
士
屋
ホ
テ
ル
と
同
じ
広

告
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
広
告
の
集
客
効
果
を
量
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
第
三
版
の
出
版
直
後
に

次
の
よ
う
な
記
事
がTh

e N
ew

 York Tim
es

に
掲
載
さ
れ
た
。
一
八
九
三
（
明

治
二
十
四
）
年
五
月
十
四
日
付
の
新
書
紹
介
欄
で
『
日
本
旅
行
案
内
』
が
紹
介

さ
れ
、
冒
頭
でTAT

TO
O

IN
G

に
関
す
る
広
告
文
を
全
文
引
用
し
て
あ
る
。

そ
の
あ
と
、
文
章
は
「
本
書
は
実
用
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
日
本
旅
行
に
行

く
際
に
は
チ
ッ
プ
に
あ
た
る
茶
代
な
ど
に
迷
う
が
、
き
ち
ん
と
費
用
面
を
含
め

て
紹
介
し
て
あ
る
」
と
続
く
。
広
告
は
関
心
の
あ
る
人
々
の
目
を
引
く
こ
と
に

あ
る
程
度
は
成
功
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
横
浜
港
と
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
店
舗
、
彫
千
代
の
仕
事
場
の

位
置
関
係
の
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
店
舗
住
所
は
、

W
ater street N

o. 1
2

（
水
町
通
り
、
山
下
町
十
二
番
）
で
あ
る
。
山
下
町
は
山
手

町
と
と
も
に
外
国
人
居
留
地
に
あ
た
る
（
図
７
）。

　
山
下
町
十
二
番
付
近
は
、
ホ
テ
ル
客
に
骨
董
品
や
美
術
品
を
売
る
美
術
商
や

銀
行
が
所
在
し
て
い
た
。
地
図
に
よ
る
と
、
当
時
は
「
フ
ラ
ン
ス
（
仏
蘭
西
）

波
止
場
」
と
呼
ば
れ
た
小
さ
な
外
国
人
専
用
の
波
止
場
と
直
結
す
る
位
置
関
係

で
あ
る
。
客
を
呼
び
込
む
に
は
、
極
め
て
よ
い
立
地
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ー

サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
店
舗
は
、
最
初
の
店
舗
の
水
町
通
り
を
挟
ん
だ
向
か
い
の
山

下
町
三
十
三
番
に
移
っ
た
が
、
広
告
で
は
横
浜
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
の
向
か
い

図５　富士屋ホテルメニュー（筆者蔵）図６　富士屋ホテルメニュー裏の広告（筆者蔵）
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と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
店
舗
と
し
て
は
、
外
国
人
向
け
の
ホ
テ
ル
、
店
舗
が
立

ち
並
ぶ
一
等
地
に
あ
っ
た
。

　
横
浜
に
は
、
一
八
六
〇
（
安
政
七
、
万
延
元
）
年
に
は
横
浜
ホ
テ
ル
が
開
業
し
、

そ
れ
か
ら
十
年
間
に
小
規
模
な
ホ
テ
ル
が
四
十
軒
ほ
ど
誕
生
し
た
。
一
八
七
三

（
明
治
六
）
年
に
開
業
し
た
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
は
、
海
岸
通
り
の
端
の
二
十

番
で
あ
る
。
名
実
と
も
に
当
時
の
横
浜
で
最
高
級
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
建
物
は

木
造
二
階
建
て
で
、
一
階
に
食
堂
や
厨
房
、
読
書
室
、
二
階
に
は
三
十
ほ
ど
の

客
室
が
あ
っ
た
。
後
に
新
館
も
建
設
さ
れ
た
。

　
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
や
谷
戸
坂
は
、
港
と
ホ
テ
ル
街
か
ら
し
て
も
徒
歩
圏
に

あ
り
、
谷
戸
坂
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
や
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
か
ら
す
る
と
、

東
側
に
あ
た
る
。
関
東
大
震
災
前
は
、
谷
戸
橋
通
り
と
も
呼
ば
れ
る
水
町
通
り

を
山
下
町
側
か
ら
抜
け
、
木
造
の
谷
戸
橋
を
渡
っ
て
い
く
と
谷
戸
坂
に
つ
な
が

り
、
坂
を
の
ぼ
れ
ば
山
手
居
留
地
が
広
が
る
山
手
の
丘
（
現
：
港
が
見
え
る
丘

公
園
）
に
達
し
た
。
港
か
ら
ほ
ど
近
い
こ
と
も
あ
り
、
谷
戸
坂
に
は
外
国
人
客

目
当
て
の
店
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
谷
戸
坂
の
住
居
兼
仕
事
場
は
、
広
告
で
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
タ
ト
ゥ
ー

ル
ー
ム
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
理
由
は
不
祥
だ
が
、
彫
千
代
と
ア
ー

サ
ー
・
ボ
ン
ド
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
結
び
つ
き
は
、
数
年
で
解
消
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
筆
者
の
把
握
し
た
限
り
、
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
以
降
の

ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
広
告
に
は
、
彫
千
代
や
タ
ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
の
存
在
は
謳

わ
れ
な
く
な
る（

41
）

。
こ
れ
は
、
イ
レ
ズ
ミ
が
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

図７　 谷戸坂、山下町、フランス波止場の地図（1908年、横浜都市発展記念館所蔵「市区改正横浜実測図」
より一部を拡大）
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由
に
、
広
告
が
規
制
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
谷
戸
坂
に
は
二
つ
の
坂
道
が
あ
り
、「
表
坂
」
と
も
呼
ば
れ
る
馬
車
や
人
力

車
で
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
谷
戸
坂
の
幅
広
い
道
は
、
当
時
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
山
手
居
留
地
に
向
か
う
道
と
し
て
、
途

中
か
ら
階
段
と
な
る
「
裏
坂
」
が
あ
り
、
裏
坂
沿
い
に
は
日
本
人
の
住
家
が
続

く
。
こ
の
裏
坂
に
、
彫
千
代
の
仕
事
場
兼
店
舗
が
あ
っ
た
。
死
後
二
十
年
前
後

に
取
材
を
し
た
作
家
で
画
家
の
有
島
生
馬
（
一
八
八
二
年
―
一
九
七
四
年
）
は
、

小
説
「
彫
千
代
」
で
実
際
の
店
舗
写
真
に
あ
る
看
板
を
解
読
し
て
小
説
中
に
示

し
て
い
る
（
有
島 
一
九
二
四
）。
こ
の
看
板
に

あ
る
よ
う
に
、
彫
千
代
は
表
の
商
売
と
し
て
は

写
真
屋
を
し
、
土
産
用
の
絵
葉
書
を
売
っ
て
い

た
と
い
う
（
図
８
）。

　
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
八
月
二
十
三

日
付
のTh

e San Francisco call

の
掲
載
記
事
、

Robert H
. D

avis （
42
）

が
ス
ケ
ッ
チ
と
記
事
を
担
当

し
た
“H マ

マ

oro chio, Th
e tattooer （

43
）.

”
に
は
、
彫

千
代
の
下
絵
と
酷
似
す
る
イ
レ
ズ
ミ
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
男
性
の
下

腕
写
真
を
ス
ケ
ッ
チ
に
起
こ
し
た
も
の
で
、
右

腕
に
は
組
み
合
わ
せ
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
と
蝶
、
左

腕
に
は
鶏
が
彫
ら
れ
て
い
る
（
図
９
、
図
10
）。

　
記
事
の
内
容
は
、Sands Form

an

な
る
人
物
が
そ
の
年
の
五
月
に
彫
千
代
の

も
と
に
数
日
滞
在
し
て
聞
い
た
話
を
ま
と
め
て
い
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
彫
千

代
は
英
国
の
両
皇
孫
と
有
名
な
詩
人
の
息
子
を
彫
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
年
に
八

千
ド
ル
を
稼
ぐ
。
横
浜
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
室
で
長
時
間
過
ご

し
て
い
る
の
で
、
予
約
は
カ
ー
ド
を
送
り
、
彼
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
。
仕
事
部
屋
に
は
た
く
さ
ん
の
道
具
が
あ
り
、
通
常
、
下
絵
を
書
い

て
か
ら
彫
り
上
げ
る
ま
で
半
時
間
だ
と
い
う
。
数
日
で
痛
み
が
取
れ
、
腫
れ
が

引
き
、
あ
と
は
一
生
も
の
と
な
る
。
非
常
に
多
く
の
女
性
も
腕
や
肩
に
可
愛
ら

し
い
図
柄
を
入
れ
て
い
る
。「
彼
は
紳
士
で
、
学
者
で
あ
り
、
芸
術
家
で
あ
る
」

と
手
放
し
の
褒
め
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
自
体
も
、
ア
ー
サ
ー
・

ボ
ン
ド
か
彫
千
代
に
よ
る
宣
伝
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。

四
　
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
の
横
浜
港
と

　
　
　
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
周
辺
の
活
況

　
一
八
九
三
年
頃
に
は
、
外
国
人
客
相
手
の
彫
師
の
売
り
込
み
は
堂
々
と
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。
横
浜
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
と
そ
の
周
辺
に
泊
ま
る
外
国
人
旅

客
へ
の
売
り
込
み
は
、
イ
レ
ズ
ミ
に
と
ど
ま
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
、
サ
ー
ビ

ス
に
ま
で
至
り
、
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
一
八
九
三
年
の
横
浜
港
付
近
の
賑
わ

い
に
つ
い
て
ヨ
セ
フ
・
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
（Josef K

ořenský, 

一
八
四
七
年
―
一

九
三
八
年
）
の
旅
行
記
を
参
考
に
し
た
い
。
後
に
チ
ェ
コ
の
教
育
総
監
と
な
る

図８　有島生馬が復元した彫千代の店舗看板（筆者作成）
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コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
は
、
一
八
九
三
年
九
月
二
十
九
日
か
ら
五
週
間
、
日
本
に
滞

在
し
た
。
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
出
版
し
た
旅
行
記Žaponsko

で
は
、

日
本
人
、
清
国
人
の
物
売
り
が
横
浜
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
の
部
屋
ま
で
殺
到
す

る
様
子
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
。
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
自
身
は
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ

な
か
っ
た
が
、
港
や
ホ
テ
ル
周
辺
が
非
常
に
活
況
を
呈
し
て
い
た
と
書
き
残
し

て
い
る
。

　
外
国
人
の
客
が
そ
の
部
屋
に
落
ち
つ
く
や
否
や
、
シ
ナ
人
の
洋
服
屋
や

靴
屋
が
用
は
な
い
か
と
や
っ
て
き
た
り
、
ま
た
は
行
商
人
が
日
本
の
骨
董

品
は
ど
う
か
と
勧
め
に
く
る
。
彼
ら
の
あ
と
か
ら
ホ
リ
（
彫
師

（
44
）

）
と
呼
ば

れ
る
日
本
の
芸
術
家
が
部
屋
に
来
て
、
お
客
の
皮
膚
や
体
の
ど
の
部
分
に

で
も
痛
み
な
し
に
入
れ
墨
す
る
こ
と
の
で
き
る
絵
柄
の
見
本
を
見
せ
て
く

れ
る

―
そ
れ
に
は
、
ふ
く
ろ
う
、
虎
、
竜
、
鷹
、
亀
、
狩
り
や
戦
争
の

場
面
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
芸
術
家
は
父
親
か
ら
そ
の
腕
前
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は

外
国
人
だ
け
し
か
入
れ
墨
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
一
八
六
八
年

に
日
本
政
府
は
、
体
を
入
れ
墨
で
飾
る
こ
と
は
野
蛮
で
あ
る
と
し
て
、
こ

れ
を
禁
止
し
た
。
日
本
の
老
人
は
た
く
さ
ん
の
入
れ
墨
で
皮
膚
を
飾
る
こ

と
を
好
ん
だ
。
特
に
支
配
者
は
、
半
裸
の
格
好
で
お
供
す
る
従
者
や
馬
丁

が
で
き
る
だ
け
人
目
を
引
く
よ
う
な
入
れ
墨
を
し
て
い
る
こ
と
を
自
慢
に

し
た
。

図９　 Horo Chio 記事に添え
られたスケッチ（右腕）

図 10　 Horo Chio記事に添えられたスケッチ（左
腕）
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し
か
し
な
が
ら
西
か
ら
の
世
界
観
光
旅
行
者
は
、
日
本
人
自
身
が
法
律

に
よ
っ
て
断
念
し
た
も
の
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
外
国
人
で
入
れ
墨
を
し

な
い
で
日
本
を
去
る
者
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
皇
太
子
も
入

れ
墨
を
し
て
、
模
範
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
汽
船
チ
ャ
イ
ナ
号
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
乗
客
仲
間
も
ま
た
、
横
浜
の
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
で
こ
の

珍
し
い
機
会
を
逃
さ
ず
、
永
久
に
日
本
の
芸
術
家
の
記
録
を
体
に
留
め
る

の
で
あ
る
。
入
れ
墨
は
一
人
が
約
二
円
で
あ
る（

45
）

。

　
た
く
さ
ん
の
ち
ら
し
広
告
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
部
屋
の
な
か
の
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
お
い
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
手マ

マ

芸
品
店
（
筆
者
注
：
工
芸
品
店
）

の
広
告
で
あ
る
。
世
界
的
に
有
名
な
陶
磁
器
と
か
、
七
宝
焼
な
ど
の
エ
ナ

メ
ル
細
工
品
を
制
作
し
て
い
る
店
が
、
美
し
い
ち
ら
し
に
そ
の
製
品
を
紹

介
し
て
い
る
。（
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
著
・
鈴
木
文
彦
訳 

一
九
八
五
：
四
頁
―
六

頁
よ
り
）

　
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
は
ま
た
、
ホ
テ
ル
や
写
真
館
が
無
料
の
案
内
書
を
用
意
し

て
い
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
美
し
い
案
内
チ
ラ
シ
や
、
各
種
宣
伝
ツ
ー
ル

が
ロ
ビ
ー
や
部
屋
な
ど
に
置
か
れ
て
い
る
様
は
、
す
で
に
現
在
の
ホ
テ
ル
と
変

わ
ら
な
い
。

　
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
九
月
十
一
日
号
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
に
「
入
れ

墨
の
女
」
と
い
う
題
で
掲
載
さ
れ
た
明
治
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

新
聞
記
者
の
赤
川
菊
村
の
談
話
で
は
、
高
村
光
雲
ほ
か
当
時
の
著
名
人
か
ら
聞

い
た
話
と
し
て
、

　
横よ
こ

浜は
ま

に
は
彫
千
代よ

と
い
ふ
名
人
が
ゐ
る
。
外が
い

国
船せ
ん

が
入
港こ
う

す
る
と
忍し
の

び

や
か
に
ホ
テ
ル
へ
現
あ
ら
わ

れ
て
来
る
。
一
寸す
ん

四
方
い
く
ら
と
い
ふ
報ほ
う

酬
し
ゅ
う

ら
し

い
。
俱く

梨
伽
羅ら

紋も
ん

々
に
な
る
と
日
本
人
な
ら
ば
六
十
円
乃な
い
し至
八
十
円
。
外が
い

国
人
に
な
る
と
一
寸
し
た
も
の
で
も
二
百
円
位
は
取
る
。

と
述
べ
て
い
る（

46
）

。

　
彫
千
代
を
は
じ
め
と
す
る
横
浜
の
彫
師
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
証
言
が
あ

る
。
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
五
月
十
一
日
に
、
往
時
を
知
る
横
浜
の
古
老

た
ち
を
朝
日
新
聞
社
記
者
が
囲
ん
で
座
談
会
を
お
こ
な
っ
た
。

記
者
　
そ
の
頃こ
ろ

、
黒く
ろ

船ふ
ね

の
西
洋
人
の
船
員
は
、
さ
か
ん
に
日
本
の
刺ほ
り
も
の青

を

し
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
が

鈴
木
老（

47
）

　
異い

人じ
ん

の
船ふ
ね

を
覗
く
と
、
や
つ
て
ゐ
た
。
刺い
れ
ず
み
し

青
師
は
日
本
人
だ
つ
た

記
者
　
谷や

戸と

橋ば
し

の
彫ほ
り

千ち

代よ

と
い
ふ
人
を
知
つ
て
ゐ
ま
す
か

鈴
木
老
　
名な

は
知
ら
な
い
が
、
外
国
の
船ふ
ね

が
入
つ
て
来
る
と
、
ち
よ
い

〳
〵  

や
つ
て
来
た
ね

記
者
　
刺ほ
り
も
の

青
絵
は
日
本
の
で
す
か

戸
部
老（

48
）

　
主お
も

に
鷹た
か

を
彫ほ

り
ま
し
た
ね
。
手
の
甲こ
う

と
か
、
胸む
ね

へ
彫ほ

る
、
外
国

人
は
大た
い

抵て
い

手
の
甲
と
か
胸む
ね

が
主
で
す
。
大た
い

抵て
い

鷹た
か

が
多お
お

い
で
せ
う

63

「日本みやげ」としてのイレズミ



鈴
木
老
　
桜
さ
く
ら

の
花
も
よ
く
彫ほ

り
ま
し
た
よ
。
そ
れ
か
ら
情ぜ
う

婦ふ

の
名
を
彫

つ
た
。
ど
こ
の
国
で
も
〝
色
ご
と
〞
の
人に
ん

情ぜ
う

は
同
じ
さ
ね（

49
）

　
近
代
日
本
商
船
・
港
湾
の
研
究
者
、
志
澤
政
勝
に
よ
れ
ば
、
船
が
沖
ど
ま
り

が
多
か
っ
た
時
代
に
は
、
入
港
す
る
と
船
具
・
食
料
品
納
入
業
者
、
荷
役
作
業

員
、
旅
館
の
番
頭
、
洗
濯
屋
、
物
売
り
ほ
か
、
船
員
も
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
の
人
々
が
船
に
現
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
港
の
活
況
の
中
で
、
彫
師

も
売
り
込
み
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
東
京
で
の
施
術
に
つ
い
て
、
広
告
と
彫
師
側
の
証
言
か
ら
述
べ
て

い
く
。五

　
東
京
の
帝
国
ホ
テ
ル
と
彫
師

　
当
時
、
港
に
降
り
立
っ
た
外
国
人
は
、
宿
泊
や
滞
在
は
安
全
で
言
葉
が
通
じ
、

欧
米
の
流
儀
で
済
ま
せ
ら
れ
る
横
浜
で
主
に
済
ま
せ
、
東
京
へ
は
日
帰
り
で
立

ち
寄
っ
て
い
た
。
交
通
網
と
情
報
が
充
実
す
る
に
つ
れ
て
、
効
率
よ
く
名
所
め

ぐ
り
を
し
て
時
間
の
短
縮
を
は
か
る
短
期
旅
行
者
が
増
加
す
る
（
長
坂 

二
〇
一

〇
）。
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
頃
に
は
、
彫
師
も
客
も
、
施
術
の
た
め
に

横
浜
と
東
京
を
行
き
来
し
て
い
た
。
品
川
―
横
浜
間
に
は
一
八
七
二
（
明
治

五
）
年
に
日
本
初
の
鉄
道
が
開
通
し
て
お
り
、
運
賃
は
高
価
な
が
ら
、
片
道
三

五
分
程
度
で
つ
な
い
で
い
た
（
宗
像
編 

二
〇
〇
〇
：
五
九
頁
）。

　
例
え
ば
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
に
出
版
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

在
住
し
た
米
国
人
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ト
ン
プ
ソ
ン
（Frederick D

iodati 

Th
om

pson, 

一
八
五
〇
年
―
一
九
〇
六
年
）
の
『
早
回
り
世
界
一
周
旅
行
記
』（
別

の
邦
題
は
『
太
陽
の
通
路
で
』、In the track of the sun : Readings from

 the diary 

of a globe trotter.

）
で
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
一
月
十
一
日
の
月
曜

日
に
、
東
京
か
ら
施
術
の
た
め
に
赴
き
、
横
浜
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
は
一
時

間
以
内
で
着
い
た
と
い
う
。
施
術
に
当
日
の
昼
二
時
か
ら
深
夜
一
時
ま
で
か
か

り
、
合
間
に
一
時
間
の
夕
食
を
は
さ
み
な
が
ら
、
彫
千
代
の
仕
事
場
で
腕
に
龍

を
入
れ
た
。
大
変
に
痛
く
血
が
出
た
が
、
結
果
に
満
足
し
た
と
い
う（

50
）

。
ト
ン
プ

ソ
ン
の
著
書
に
は
、
彫
千
代
が
店
で
販
売
し
て
い
た
か
、
記
念
に
渡
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
三
十
歳
頃
の
彫
千
代
の
肖
像
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
図
11
）。

名
はF. M

. H
ari chiyo

と
な
っ
て
い
る（

51
）

。
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
に
も
同
一
の

写
真
が
所
蔵
・
ウ
ェ
ブ
公
開
さ
れ
て
い
る（

52
）

。

　
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
刊
のA H

andbook for Travellers in Japan. 

第

四
版
に
は
、「H

O
R

I TO
M

E PRO
FESSIO

N
AL TAT

TO
O

ER
 EM

PER
IAL 

H
O

T
EL, Tokyo. To face page p. 1

2 Advertisem
ent

」
と
書
か
れ
た
横
十
セ
ン

チ
、
縦
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
広
告
は
、
帝
国
ホ

テ
ル
（
一
八
九
〇
年
開
業
）
と
伊
香
保
温
泉
の
金
太
夫
ホ
テ
ル
（
現
在
、
二
十
代

目
を
数
え
る
蓬
莱
館 

木
暮
総
本
家 

金
太
夫
旅
館
）
の
広
告
ペ
ー
ジ
に
挟
み
込
ま

れ
て
お
り
、
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
彫
留
の
人
物
像
は
、
不
明
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
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て
日
本
の
彫
師
を
取
材
し
た
玉
林
晴
朗
に
よ
れ
ば
、
彫
留
は
深
川
に
い
た
ボ
テ

売
り
の
魚
屋
で
、
後
に
彫
師
と
な
っ
た
。
こ
の
彫
留
は
大
柄
な
男
で
大
酒
飲
み

で
あ
っ
た
と
い
う
（
玉
林 

一
九
三
六
：
二
二
九
頁
）。
こ
の
人
物
像
か
ら
は
、
広

告
を
自
力
で
出
せ
る
よ
う
に
は
思
え
ず
、
誰
か
助
言
し
た
人
物
が
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
彫
留
を
名
乗
る
彫
師
が
別
に
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
玉
林
は
、
名
人
の
誉
れ
が
高
い
初
代
彫
宇
之
（
一
八
四
二
年
？
―

一
九
二
七
年

（
53
）

）
が
帝
国
ホ
テ
ル
で
の
施
術
を
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
彫
宇
之

が
各
国
の
大
使
館
や
公
使
館
に
雇
わ
れ
て
い
る
日
本
人
の
別
当
を
彫
っ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
別
当
か
ら
大
公
使
館
に
い
る
日
本
人
の
コ
ッ
ク
や
そ
の
他
の
人
々
を

彫
り
、
次
第
に
外
国
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
外
国
人
は
イ

レ
ズ
ミ
に
興
味
を
覚
え
て
、
彫
宇
之
か
ら
写
真
を
得
て
喜
ん
で
い
た
。
そ
の
う

ち
に
、
外
国
人
の
客
が
現
れ
、
そ
の
人
々
に
彫
る
と
さ
ら
に
外
国
人
仲
間
に
広

が
り
、
各
所
か
ら
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
在
住
外
国
人
、
さ
ら
に
は
外
国

か
ら
来
て
ホ
テ
ル
な
ど
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
ま
で
彫
宇
之
に
頼
ん
だ
。
次

第
に
帝
国
ホ
テ
ル
を
は
じ
め
横
浜
の
ホ
テ
ル
な
ど
へ
度
々
出
入
り
す
る
の
で
、

そ
の
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
と
も
親
し
く
な
り
、
そ
の
人
た
ち
が
彫
宇
之
の
紹
介
に

努
め
た
。
帝
国
ホ
テ
ル
等
も
す
で
に
イ
ン
ド
人
の
彫
師
が
出
入
り
し
て
い
て
、

外
国
人
の
求
め
に
応
じ
て
い
た
が
、
彫
宇
之
が
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
そ
の
イ
ン
ド
人
は
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
横
浜
も
そ
の
頃
、
彫
千

代
の
ほ
か
に
彫
勇
と
い
う
彫
師
が
い
た
が
、
や
は
り
彫
宇
之
に
押
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
外
国
人
の
名
刺
や
礼
状
が
彫
宇
之
の
自
宅
に
は
束
に
す
る

ほ
ど
あ
っ
た
が
、
没
後
に
子
孫
が
興
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
処
分
し
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
（
玉
林 

一
九
三
六
：
二
四
二
頁
―
二
四
三
頁
）。

　
彫
宇
之
の
談
話
か
ら
は
、
別
当
、
ボ
ー
イ
な
ど
も
施
術
の
勧
誘
や
彫
師
の
紹

介
に
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
横
浜
に
は
、
彫
勇
と
雅
号
を
名
乗
る
彫

師
が
い
た
こ
と
や
イ
ン
ド
人
彫
師
な
ど
も
施
術
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
も
窺

え
る
。

　
ま
た
、
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
日
光
の
観
光
案
内
書

で
あ
るRobert C

harles H
ope

と
い
う
人
物
の
著
書D

o not say M
agnificent 

before you see N
ikko.

（
日
本
語
題
名
〝
日
光
を
見
ぬ
ま
へ
け
つ
こ
う
と
云
な
〞）
に
、

京
都
の
彫
安
こ
とN

akashim
a

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
広
告
の
対

図 11　彫千代の肖像写真
（長崎大学附属図書館所蔵、幕末・明治期日本古写
真データベースより http://oldphoto.lb.nagasaki- 
u.ac.jp/jp/）
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面
頁
に
は
高
島
屋
の
広
告
が
あ
る
（
図
12
）。

　A Japanese Tattooer.

と
い
う
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
英
国
の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、
彫
師
、
客
と
も
に
不
詳
で
あ
る
が
、
施
術
の
雰
囲
気

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
前
略
）
日
本
の
永
久
な
る
記
念
品
を
欲
し
が
っ
て
い
る
観
光
客
や
変
わ

り
者
が
い
る
限
り
、
こ
の
職
業
（
訳
者
注
：
彫
師
）
は
完
全
に
消
え
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
観
光
客
た
ち
は
、
蛇
や
骸
骨
ま
た
は
女
の
子
の
名
前

を
自
分
の
皮
膚
に
イ
レ
ズ
ミ
す
る
以
上
に
優
れ
た
記
念
品
に
な
る
も
の
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
の
よ
う
な
依
頼
を
受
け
入
れ
る
彫
師
の

一
人
や
二
人
、
ど
の
港
で
も
い
る
。
一
般
的
に
、
か
な
り
増
え
て
も
い
る
。

東
京
在
住
の
「
画
家
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
の
筆
者
も
イ
レ
ズ
ミ
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
紳
士
は
東
京
か
ら
神
戸
ま
で
仕
事
の
た
め
に
や
っ

て
き
た
。
彼
の
到
来
は
、
地
方
紙
に
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
人
物
は
日
本
の

彫
師
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
腕
を
持
っ
て
お
り
、
外
国
人
向
け
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
た
。
私
た
ち
は
約
束
を
し
た
晩
、
約
束
の
時
間
に
き
っ
か
り

に
小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
身
な
り
の
背
の
低
い
男
が
ボ
ー
イ
に
案
内
さ
れ
て

来
た
。
片
手
に
は
包
み
を
も
ち
、
片
手
に
は
山
高
帽
を
も
っ
て
い
た
。
グ

レ
ー
の
ツ
イ
ー
ド
に
、
足
袋
と
草
履
で
は
な
く
文
明
的
な
ブ
ー
ツ
を
履
い

て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
は
日
本
人
ら
し
く
な
い

出
で
立
ち
で
、
外
国
か
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
日
本
人
特
有
の
礼
儀
正
し
さ
も
、

図 12　 Robert Charles Hope による Ｄｏ　ｎｏｔ　ｓａｙ　Ｍａɡｎｉfi�ｃｅｎｔ　ｂｅｆｏｒｅ　ｙｏｕ　ｓｅｅ　ɴｉｋｋｏ．（日
本語タイトル“日光を見ぬまへけつこうと云な”1896年）に掲載された彫師
Nakashima（中島）の広告。（国際日本文化研究センター図書館所蔵本）
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彼
は
早
々
に
ふ
り
き
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
挨
拶
を
し
た
と
き
の
お
辞

儀
も
な
ぜ
か
今
ま
で
の
日
本
人
の
礼
儀
正
し
さ
と
は
少
し
違
う
雰
囲
気
を

感
じ
た
。

　
彼
が
持
っ
て
い
た
包
み
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
ふ
ん
だ
ん
に
描
か
れ
た
見

本
帳
と
イ
レ
ズ
ミ
用
の
道
具
が
入
っ
て
い
た
。
見
本
帳
を
開
け
ば
客
の
身

体
へ
写
し
取
る
よ
う
用
意
し
た
数
多
く
の
色
鮮
や
か
な
図
案
や
場
面
の
デ

ザ
イ
ン
が
飛
び
出
て
く
る
。
そ
の
す
べ
て
に
番
号
と
価
格
が
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
私
は
三
味
線
を
つ
ま
弾
く
骸
骨
を
右
前
腕
に
、
左
前
腕
に
は
腕
に

突
き
刺
さ
り
血
が
流
れ
る
短
剣
を
彫
っ
た
。
骸
骨
は
二
・
五
ド
ル
（
お
よ

そ
九
シ
リ
ン
グ
）、
短
剣
は
二
ド
ル
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
彼
は

私
の
太
い
腕
を
む
き
出
し
に
し
、
剃
刀
で
施
術
す
る
箇
所
の
毛
を
剃
っ
た
。

そ
し
て
、
ラ
ク
ダ
の
毛
が
使
わ
れ
て
い
る
筆
と
墨
汁
を
使
用
し
て
、
デ
ザ

イ
ン
の
輪
郭
を
慎
重
に
描
い
た
。
彼
は
乾
く
ま
で
待
ち
、
そ
の
後
イ
レ
ズ

ミ
を
入
れ
る
作
業
に
移
っ
た
。
持
っ
て
き
た
針
の
中
で
小
さ
な
木
の
柄
に

く
く
り
つ
け
た
一
番
小
さ
い
針
の
束
を
選
ん
だ
。
針
の
束
は
す
で
に
二
本

か
ら
お
そ
ら
く
一
二
本
用
意
さ
れ
て
い
た
。
筆
で
狙
っ
た
箇
所
に
墨
を
の

せ
た
後
、
彼
は
ス
ケ
ッ
チ
し
た
輪
郭
を
針
で
刺
し
始
め
た
。
痛
み
は
全
く

無
か
っ
た
が
、
針
に
刺
さ
れ
る
た
び
に
血
が
出
て
き
た
。
こ
う
し
て
作
業

は
少
し
ず
つ
進
み
、
左
手
の
親
指
に
そ
え
た
針
で
転
写
し
た
絵
が
完
成
す

る
ま
で
彫
っ
て
い
く
。
必
要
に
応
じ
て
、
細
部
を
彫
る
た
め
に
よ
り
大
き

な
針
束
を
使
い
、
ぼ
か
し
の
た
め
最
も
大
き
い
針
を
使
っ
た
。
出
来
上

が
っ
た
も
の
は
特
に
芸
術
的
に
見
え
な
か
っ
た
。
私
の
腕
は
か
な
り
腫
れ

て
い
て
、
骸
骨
の
す
べ
て
の
関
節
か
ら
血
が
に
じ
み
出
て
い
る

―
だ
が

ど
ん
な
施
術
で
も
、
骸
骨
は
通
常
そ
う
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
は
あ

ま
り
心
配
し
て
い
な
い
、
一
週
間
か
二
週
間
も
経
て
ば
き
っ
と
腫
れ
も
ひ

い
て
イ
レ
ズ
ミ
は
素
晴
ら
し
く
見
え
る
は
ず
だ
と
確
信
し
て
い
た
。
実
際

そ
う
だ
っ
た
。
後
ほ
ど
、
彫
師
の
サ
イ
ン
を
骸
骨
の
脇
に
添
え
て
も
ら
っ

た
が
、
彼
は
と
り
か
か
っ
た
も
の
の
、
お
ざ
な
り
な
態
度
で
あ
っ
た
。
こ

の
作
業
は
契
約
外
の
た
め
か
、
彼
は
丁
寧
で
は
な
く
あ
ま
り
神
経
を
使
わ

ず
に
終
わ
ら
せ
た
。
短
剣
の
仕
上
が
り
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
が
、
短
剣

に
か
な
り
赤
色
が
使
わ
れ
て
い
た
の
が
異
な
っ
て
い
た
。
思
い
出
し
て
も
、

血
は
吹
き
出
て
い
る
さ
ま
は
非
常
に
生
々
し
く
見
え
た
。
入
れ
た
当
時
か

ら
す
れ
ば
イ
レ
ズ
ミ
の
鮮
や
か
さ
は
失
わ
れ
て
き
た
。（
後
略

（
54
）

）

　
こ
の
無
署
名
記
事
に
よ
る
と
、
東
京
か
ら
神
戸
に
彫
師
が
わ
ざ
わ
ざ
来
て
施

術
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
服
装
か
ら
し
て
も
、
外
国
人
向
け
の
彫
師
は
か
な
り

の
「
西
洋
か
ぶ
れ
」
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

六
　
灰
燼
に
帰
し
た
横
浜
、
伝
説
化
す
る
彫
千
代

　
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
七
月
一
日
、
条
約
改
正
の
結
果
と
し
て
日
本

全
国
で
貿
易
が
可
能
と
な
り
、
外
国
人
は
全
国
い
ず
れ
の
場
所
で
も
居
住
と
貿
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易
業
務
が
可
能
と
な
っ
た
。「
内
地
雑
居
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
日
か
ら
外
国
人

居
留
地
が
日
本
の
市
区
に
編
入
、
地
方
組
織
の
一
部
と
な
り
、
横
浜
外
国
人
居

留
地
（
山
下
町
と
山
手
町
）
は
横
浜
市
に
編
入
さ
れ
た
。
外
国
人
の
「
治
外
法

権
」
も
、
す
で
に
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
に
英
国
と
の
間
で
撤
廃
さ
れ
、

次
い
で
十
五
カ
国
間
で
も
撤
廃
と
な
っ
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
の

は
じ
め
に
彫
千
代
も
、
新
し
い
商
売
に
手
を
伸
ば
し
た
。
し
か
し
、
米
国
の
企

業
か
ら
委
託
を
受
け
た
鉄
道
枕
木
の
買
い
付
け
に
失
敗
し
て
同
年
七
月
に
札
幌

で
自
殺
す
る
。
横
浜
も
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
灰

燼
に
帰
す
。
谷
戸
坂
に
栄
え
て
い
た
商
店
も
す
べ
て
が
れ
き
と
化
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
彫
千
代
」
の
影
響
力
は
、
外
国
で
仕
事
す
る
日
本
人
彫

師
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き
く
、
死
亡
後
も
名
を
拝
借
す
る
彫
師
は
後
を
絶
た
な

か
っ
た
。
彫
千
代
の
名
は
客
で
す
ら
、H

ori C
hio

、H
ari C

hio

、H
oro C

hio

な
ど
と
綴
っ
た
が
、
類
似
し
た
名
前
や
弟
子
を
名
乗
る
者
は
当
時
の
英
米
圏
新

聞
に
頻
出
す
る（

55
）

。
彫
千
代
と
名
乗
っ
た
者
も
い
て
、
横
浜
の
文
身
歴
史
資
料
館

に
は
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
戸
か
ら
香
港
のQ

ueen

’s Road East
（
灣

仔
）
に
来
た
彫
師
で
、
日
本
の
美
術
商
も
名
乗
るH

ori C
hiyo

の
英
文
名
刺
が

残
さ
れ
て
い
た
。

　
彫
千
代
が
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
七
月
に
死
亡
し
た
直
後
、
同
年
八

月
十
三
日
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
のTh

e M
orning Post

紙
に
、
元
は
横
浜
に
い
た

H
ori C

ho

が
彫
師W

alter Satow

の
仕
事
場
に
い
る
、
と
の
広
告
が
出
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
時
期
か
ら
し
て
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
五
月
九
日
に

H
am

pshire Telegraph and Sussex C
hronicle

紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た

H
ori C

ho

と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う（

56
）

。
彼
は
あ
ま
り
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
が
、

香
港
、
上
海
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ほ
か
を
ま
わ
り
、

最
後
に
マ
ル
タ
、
そ
し
て
二
年
前
に
ロ
ン
ド
ン
に
来
た
と
自
称
し
た
。
米
国
で

はTh
e N

ew
York Tim

es

の
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
七
月
二
十
一
日
付
の

記
事
で
は
、
米
国
に
い
る
三
橋
（M

ituhashi

）
に
関
す
る
記
事 

“The G
entle 

Art of Tattooing.

” 

が
掲
載
さ
れ
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
三
橋
はH

ori C
hio

の
親
戚
で
、
弟
子
と
も
称
し
て
い
る
。
京
都
の
彫
安
も
、
一
八
九
八
（
明
治
三

十
一
）
年
の
英
国
の
新
聞
記
事
で
は
彫
千
代
公
認
の
弟
子
を
名
乗
っ
て
い
た（

57
）

。

　
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
英
米
の
新
聞
に
名
が

現
れ
る
彫
豊
（H

oritoyo

）
は
、「
日
本
の
偉
大
な
彫
師
で
あ
るToyos

の
弟
子
」

と
名
乗
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
二
月
初

旬
の
米
国
の
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
ロ
シ
ア
皇
帝
を
彫
っ
た
横
浜
の

彫
千
代
（H

ori chyo

）
の
弟
子
で
あ
る
と
自
称
し
た（

58
）

。
一
八
九
八
（
明
治
三
十

一
）
年
一
月
一
日
に
、N

ew
 York H

erald

紙
の
四
頁
半
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
“He tattooed Royalty : Yoshisuke H

oritoya in N
ew

 York.

”
が
掲
載
さ
れ

た
。
こ
の
記
事
を
『
報
知
新
聞
』
同
年
二
月
十
日
付
紙
面
が
「
紐
育
の
彫
豊
（
王

侯
貴
人
淑
女
の
文
身
）」
と
題
し
て
短
く
紹
介
し
た
。
記
事
中
で
は
「
日
本
で

こ
そ
文ほ
り

身も
の

は
禁
制
な
れ
欧
州
に
て
は
非
常
に
珍
重
さ
れ
王
侯
貴
人
淑
女
の
間
に

持
囃
さ
る
こ
と
夥
し
現
に
有
名
な
る
彫
千
代
の
高
弟
に
て
露
国
皇
太
子
殿
下
に

技
術
を
施
せ
し
彫
豊
芳
助
な
る
も
の
紐
育
に
渡
航
せ
る
が
紐
育
ヘ
ラ
ル
ド
は
其
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実
像
談
話
を
掲
載
せ
り
」
と
あ
っ
た
。
彫
千
代
は
、
弟
子
を
自
称
す
る
彫
豊
に

驚
い
た
だ
ろ
う
が
、
記
事
に
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。

　
国
内
で
も
彫
千
代
に
つ
い
て
の
伝
説
が
あ
り
、
昭
和
初
期
に
イ
レ
ズ
ミ
に
つ

い
て
調
べ
て
い
た
谷
井
基
次
郎
が
書
き
留
め
て
い
る
。

（
文
身
道
具
は
）
外
国
の
は
ズ
ウ
ッ
ト
優
雅
に
出
来
、
象
牙
を
は
め
た
り
、

叉
は
金
銀
を
ち
り
ば
め
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
を
今
は
故
人
と
な
っ
た
が
、

万
朝
報
の
横
浜
支
局
長
曽
我
部
一
紅
氏
が
、
こ
れ
を
蒐
集
し
て
い
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
る
。
人
の
話
に
よ
れ
ば
横
浜
に
い
た
彫
千
代
な
ど
は
こ
の

象
牙
や
金
銀
の
つ
け
て
あ
る
道
具
を
持
っ
て
い
た
と
の
事
で
あ
る
。
外
人

を
相
手
に
し
て
い
る
人
は
勢
ひ
こ
う
云
う
も
の
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
ろ

う
（
谷
井 

一
九
二
八
Ｃ
：
二
三
頁
）。

　
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
米
国
人
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
パ
リ
ー
（Albert 

Parry

）
は
、Tattoo, Secrets of a Strange Art as Practised by the N

atives of the 

U
nited States. 

を
刊
行
し
て
い
る
。
本
書
は
英
米
圏
で
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の

タ
ト
ゥ
ー
事
情
を
述
べ
る
際
に
よ
く
参
照
さ
れ
る
本
で
あ
り
、
版
を
重
ね
て
い

る
。
彫
千
代
、
彫
豊
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
彫
千
代
に
つ
い
て
はN

ew
 

York W
orld. 

の
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
八
月
二
十
七
日
の
記
事
で
の
形
容

を
引
き
な
が
ら
「
イ
レ
ズ
ミ
界
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
」
と
紹
介
し
た（

59
）

。「
イ
レ

ズ
ミ
界
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
」
は
、
現
在
も
彫
千
代
を
語
る
際
に
引
用
さ
れ
、

下
絵
な
ど
の
検
討
な
し
に
独
り
歩
き
し
て
い
る
感
も
あ
る
。

　
自
ら
の
箔
づ
け
に
彫
千
代
の
名
を
借
り
た
の
は
、
英
国
の
著
名
な
彫
師
で

K
ing of Tattooist

の
通
り
名
の
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
チ
ェ
ッ
ト
（G

eorge 

Burchett, 

一
八
七
二
年
―
一
九
五
三
年
）
も
同
様
で
あ
る
。
海
軍
兵
で
あ
っ
た
十

代
の
こ
ろ
に
白
髭
の
上
品
な
老
人
で
あ
る
彫
千
代
か
ら
ト
カ
ゲ
の
イ
レ
ズ
ミ
を

彫
っ
て
も
ら
っ
た
と
、
伝
記M

em
oirs of a Tattooist. 

で
述
べ
て
い
る（

60
）

。

　
こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
日
本
の
イ

レ
ズ
ミ
へ
の
高
い
評
価
や
関
心
は
、
欧
米
に
お
い
て
は
本
論
で
取
り
上
げ
た
時

期
に
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彫
千
代
、
彫
安
、
彫
留
、
彫
宇
之
、
彫
豊
、

彫
勇
、
野
間
、
三
橋
の
背
後
に
は
、
無
数
の
彫
師
た
ち
が
さ
ら
に
無
数
の
客
た

ち
の
イ
レ
ズ
ミ
熱
に
応
じ
て
い
た
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

七
　
考
察

―
日
本
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ

　
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
レ
ズ
ミ
文
化
が
あ
る
。

欧
米
で
十
九
世
紀
に
入
り
発
達
し
て
き
た
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア

で
は
、
植
民
地
を
中
心
に
各
地
の
イ
レ
ズ
ミ
習
慣
が
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
て
い
く
。

日
本
も
開
国
後
に
イ
レ
ズ
ミ
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
い
注
目
を
集
め

て
い
く
。
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
が
常
に
注
目
を
集
め
、
技
術
的
に
も
評
価
さ
れ
た

の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
指
摘
で
き
る
。
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一
つ
に
は
、
日
本
の
習
慣
で
は
、
全
身
に
わ
た
っ
て
具
象
的
な
イ
レ
ズ
ミ
が

入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
で
よ
く
あ
る
よ
う
に
身
体
に
十
セ
ン

チ
四
方
ぐ
ら
い
の
図
柄
を
記
念
と
し
て
複
数
入
れ
る
よ
う
な
習
慣
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ
は
避
け
ら
れ
て
い
た
。
身
体
全
体
に
一
枚
絵
を
う
ま
く
配
置
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
下
絵
と
し
て
好
ま
れ
た
の
は
浮
世
絵
で
あ
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
日
本
の
彫
師
が
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
職
業
と
し
て
確
立

し
て
き
た
の
か
は
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
欧
米
に
一
世
紀

は
先
ん
じ
る
形
で
、
日
本
に
お
い
て
彫
師
は
技
術
職
、
専
門
職
と
し
て
確
立
し

て
い
た（

61
）

。
町
場
の
職
人
で
あ
っ
た
イ
レ
ズ
ミ
の
彫
師
は
、
美
術
的
に
は
よ
り
高

度
な
技
術
を
要
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
花
鳥
風
月
を
描
く
日
本
画

の
表
現
で
は
な
く
、
主
要
客
で
あ
る
職
人
男
性
に
と
っ
て
身
近
な
英
雄
や
妖
怪

な
ど
の
浮
世
絵
を
下
絵
と
し
て
彫
っ
て
い
た
。
ま
た
、
十
九
世
紀
後
半
に
お
い

て
も
欧
米
の
施
術
水
準
は
下
絵
な
ど
を
確
認
す
る
限
り
、
日
本
と
比
べ
て
稚
拙

な
面
が
あ
り（

62
）

、
歌
川
国
芳
に
よ
る
有
名
な
続
き
物
「
通
俗
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人

之
一
個
」
を
は
じ
め
と
す
る
武
者
絵
を
下
絵
と
す
る
こ
と
な
ど
は
、
欧
米
の
当

時
の
技
術
水
準
に
あ
っ
て
は
望
む
べ
く
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
日
本
の
彫
師

は
ボ
カ
シ
彫
り
な
ど
を
駆
使
す
る
技
術
も
あ
り
、
下
絵
と
技
術
は
最
高
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
、「
日
本
で
真
正
な
イ
レ
ズ
ミ
」
を
彫
り
た

い
と
渇
望
す
る
一
群
の
人
々
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国

際
航
路
が
開
か
れ
、
定
期
的
に
旅
客
船
が
行
き
か
う
時
代
に
入
っ
て
も
日
本
は

遠
く
、
旅
費
が
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
客
に
と
っ
て
は
日
本
み
や
げ
の
イ
レ

ズ
ミ
を
ひ
け
ら
か
す
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
の
重
要
な
点
は
、
欧
米
の
イ
レ
ズ
ミ
ブ
ー
ム
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム

の
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
先
行
し
て
欧
米
に
浮
世
絵

の
構
図
や
モ
チ
ー
フ
が
親
し
ま
れ
て
お
り
、
世
界
各
地
の
イ
レ
ズ
ミ
文
化
に
興

味
が
あ
る
人
で
も
、
幾
何
学
的
な
表
現
が
多
い
先
住
民
族
の
イ
レ
ズ
ミ
よ
り
も
、

実
際
に
彫
る
際
に
は
具
象
的
で
理
解
で
き
る
も
の
を
彫
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

図
柄
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
で
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
が
、
客
た
ち
は

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
も
あ
り
、
日
常
的
な
意
匠
と
し
て
親
し
み
を
持
ち
始
め
て
い

た
日
本
的
な
モ
チ
ー
フ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
す
で
に
欧
米
世
界
で
な
じ
ま
れ

て
き
た
図
柄
を
高
い
技
術
で
彫
る
こ
と
を
み
や
げ
と
し
て
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　
欧
米
に
お
い
て
は
、
軍
人
や
芸
人
、
職
人
集
団
な
ど
の
一
部
に
イ
レ
ズ
ミ
を

す
る
習
慣
が
長
ら
く
続
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
航
海
時
代
以
降
は
、
船
員
や

海
兵
が
世
界
各
地
の
寄
港
地
で
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
行
動
は
多
数
の
寄
港
地
を
経
た
こ
と
を
身
体
の
イ
レ
ズ
ミ
で
示
す
も
の
で
あ

り
（Salw

ay 1
8
9
6

）、
い
わ
ば
記
憶
と
経
験
の
再
現
装
置
と
し
て
イ
レ
ズ
ミ
を
使

う
こ
と
に
相
違
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
欧
米
で
も
各
港
で
彫
師
と
な
る
人
々
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
十
九
世
紀
後
半
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
九

世
紀
以
降
の
欧
米
で
は
自
ら
の
文
化
に
は
な
い
図
柄
や
文
様
を
彫
師
と
客
が
と

も
に
積
極
的
に
取
り
込
む
動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
各
港
を
結
ぶ
定
期
的
な
国
際
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航
路
が
ひ
ら
か
れ
、
日
本
の
各
港
も
寄
港
地
と
な
る
、
港
と
彫
師
、
外
国
人
観

光
客
の
観
光
行
動
が
さ
ら
に
強
く
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
。
十
九
世
紀
後
期
に

は
皇
族
、
富
豪
、
貴
族
な
ど
の
セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
や
観
光
客
、
軍
人
な
ど
が
、
日

本
で
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
希
少
性
や
旅
の
記
念
、「
見
せ
び
ら
か

し
」
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
客
船
や
軍
港
が
恒
常
的
に
寄
港
、
停

泊
す
る
港
で
、
彫
師
の
客
と
な
り
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
な

か
、「
日
本
み
や
げ
」
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ
が
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
な
ど
で
客

に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
日
本
に
お
い
て
は
法
的
規
制
を
背
景
に
、
す
で
に
彫
師
が
営
業
を

始
め
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
港
に
日
本
の
彫
師
も
出
稼
ぎ

す
る
よ
う
に
な
る
。
港
で
は
恒
常
的
に
仕
事
が
あ
り
、
外
国
の
港
で
働
く
日
本

人
彫
師
た
ち
は
「
日
本
な
ら
で
は
の
技
術
」
を
駆
使
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
が
客
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
で
あ
れ
ば
堂
々
と

宣
伝
も
で
き
た
の
で
、
欧
米
や
東
南
ア
ジ
ア
各
地
、
香
港
に
お
い
て
日
本
人
彫

師
の
新
聞
広
告
が
残
さ
れ
て
い
る
（
山
本 

二
〇
一
七
）。
こ
う
し
た
文
脈
か
ら

み
れ
ば
、
彫
千
代
は
世
界
的
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
商
業
的
な
イ
レ
ズ
ミ
施

術
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
日
本
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
時
代
の
申
し
子
の
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
上
で
、
国
内
事
情
の
文
脈
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
日
本
み
や
げ
の
イ

レ
ズ
ミ
の
性
格
を
考
察
し
た
い
。
日
本
の
陶
器
を
体
系
的
に
収
集
し
た
エ
ド

ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
（Edw

ard Sylvester M
orse, 

一
八
三
八
年
―
一
九
二
五
年

（
63
）

）
が

記
し
た
よ
う
に
、
一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
は
す
で
に
当
時
日
本
の
工
芸
は
、
国

内
向
け
の
も
の
と
、「
ヨ
コ
ハ
マ
・
ム
ケ
」（
横
浜
向
け
）
と
軽
蔑
的
に
呼
ば
れ

た
「
外
国
貿
易
の
為
の
も
の
」
が
あ
っ
た
。
モ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
日
本
か
ら
の

欧
米
輸
出
向
け
の
陶
器
は
胸
が
悪
く
な
る
ほ
ど
ゴ
テ
ゴ
テ
し
た
装
飾
を
書
き
な

ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
注
文
の
仕
方
も
「
出
来
る
だ
け
沢
山
の
赤
と
金
と

を
使
え
」
と
い
う
も
の
で
、「
そ
し
て
製
品
の

―
そ
れ
は
米
国
と
欧
州
と
へ

輸
出
さ
れ
る

―
あ
わ
た
だ
し
さ
と
粗
雑
さ
と
は
、
日
本
人
を
し
て
、
彼
等
の

顧
客
が
実
に
野
蛮
な
趣
味
を
持
つ
民
族
で
あ
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る
」
と
も
述

べ
て
い
る
（
モ
ー
ス 

一
九
七
一 

第
三
巻
：
二
一
―
二
二
頁
）。

　
イ
レ
ズ
ミ
も
同
じ
状
況
に
あ
り
、
日
本
人
向
け
と
横
浜
向
け
に
分
か
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
専
ら
日
本
人
を
客
と
す
る
彫
師
と
、
彫
千
代
の
よ
う
に
外

国
人
客
に
特
化
し
た
彫
師
と
、
彫
宇
之
の
よ
う
に
日
本
人
と
外
国
人
客
を
手
が

け
る
彫
師
が
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
の
彫

師
は
、
日
本
の
顧
客
に
「
毛
唐
に
も
施
術
し
て
い
る
」
と
の
評
判
が
立
つ
こ
と

と
逮
捕
を
恐
れ
て
、
外
国
人
へ
の
施
術
を
口
外
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
彫
千
代
は
、
日
本
人
の
好
み
と
は
言
い
難
い
図
柄
や
彫
り
方
を
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
有
島
は
自
ら
が
収
集
し
た
彫
千
代
の
下
絵
を
評
し
て
、

「
横マ

マ
浜
向
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る（

64
）

。
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
ら
の
身
体
や
腕

に
は
、
確
か
に
当
時
日
本
人
に
は
好
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
「
抜
き
彫
り
」
が
彫

ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
イ
レ
ズ
ミ
の
研
究
を

し
た
谷
井
基
次
郎
、
玉
林
晴
朗
は
、
と
も
に
彫
千
代
の
作
品
を
「
あ
ま
り
良
い
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と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
（
玉
林 

一
九
三
六
、
谷
井 

一
九
二

八
ｂ
、
ｃ
）。
た
だ
し
、
玉
林
は
東
京
の
鳶
や
職
人
を
中
心
に
取
材
し
て
き
た

人
物
で
あ
り
、
彫
千
代
へ
の
評
価
は
取
材
し
た
地
域
の
人
々
の
好
み
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
谷
井
も
具
体
的
な
理
由
を
挙
げ
ず
、
先
入
観

か
ら
の
評
価
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
日
本
の
彫
師
側
か
ら
み
れ
ば
、「
日
本
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ
」
は
、

旧
来
の
絵
師
や
彫
師
の
世
界
と
欧
米
を
中
心
と
し
た
外
来
の
人
々
、
文
化
、
情

報
が
混
交
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
側
面
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
後
に
初
代
彫
芳

と
な
る
通
称
「
麻
布
の
提
灯
屋
」
の
黒
沼
鼎
か
な
え

は
、
江
戸
の
治
安
を
守
る
八
丁

堀
の
町
方
同
心
の
子
孫
で
、
歌
川
豊
国
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
絵
師
で
も
あ
っ

た
。
初
代
彫
芳
は
腰
の
関
節
に
障
害
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
親
か
ら
勧
め
ら

れ
て
浮
世
絵
師
の
歌
川
国
貞
の
弟
子
で
あ
る
歌
川
国
虎
よ
り
幼
い
頃
か
ら
絵
を

習
っ
た
。
明
治
時
代
に
入
る
と
表
商
売
と
し
て
凧
の
絵
や
万
灯
の
絵
を
描
い
て

い
た
と
二
代
目
彫
芳
で
も
あ
る
息
子
の
黒
沼
保
は
語
っ
て
い
る（

65
）

。

　
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
急
速
な
変
化
に
あ
た
り
、「
藩
主
お
抱
え
」
の
絵
師
や

職
人
は
、
絵
画
、
工
芸
品
の
需
要
が
な
く
な
り
、
外
国
人
向
け
の
土
産
物
、
美

術
製
造
品
の
生
産
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
近
年
、「
超
絶
技
巧
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
美
術
工
芸
の
一
部
は
外
国
人
向
け
に
作
ら
れ
て
輸
出
も
さ

れ
た
が
、
多
彩
な
色
で
彩
ら
れ
大
仰
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
も
い
る（

66
）

。
町
場
の
職

人
で
あ
る
彫
師
の
仕
事
も
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
化
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
生
じ
た

外
国
人
向
け
施
術
は
、
欧
米
の
タ
ト
ゥ
ー
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
も
い
た
。
明
治
時

代
に
お
い
て
は
、
条
例
や
法
律
で
裸
体
姿
を
規
制
さ
れ
た
東
京
や
横
浜
な
ど
の

市
街
地
を
除
い
て
は
、
日
本
人
で
主
要
客
層
で
あ
っ
た
人
々
も
ふ
ん
ど
し
姿
の

ま
ま
仕
事
を
し
て
お
り
、
こ
の
人
々
や
彫
師
は
「
生
き
る
見
本
帳
」
で
も
あ
っ

た
。
日
本
人
彫
師
側
に
は
、
施
術
の
禁
止
や
従
来
生
業
と
し
て
い
た
仕
事
の
需

要
が
見
込
ま
れ
な
く
な
り
、
外
国
人
向
け
の
需
要
に
応
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
観
光
業
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
時
に
は
彫
師
自
身
が
外
国
人
客
に

売
り
込
み
、
別
当
、
美
術
商
、
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
が
彫
師
と
客
を
つ
な
ぐ
役
割

を
負
っ
た
。
ホ
テ
ル
な
ど
も
美
術
商
を
通
じ
て
彫
師
を
紹
介
し
た
。
当
時
、
外

国
人
客
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
の
多
く
が
外
資
系
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
も
宿
泊
客

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
彫
師
を
紹
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
「
も
て
な
し
」
の
前
提
と
な
る
状
況
に
は
、
外
国
人
の
施
術
は
、

日
本
政
府
や
警
察
の
手
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
客
自
身
に
と
っ
て
も
、
イ
レ
ズ
ミ
は
好
奇
心
を
満
た
す
体
験
で

あ
っ
た
。
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
文
化
に
関
心
を
も
つ
欧
米
人
た
ち
は
、
日
本
の
イ

レ
ズ
ミ
を
芸
術
と
見
な
し
、
彫
師
を
芸
術
家
と
と
ら
え
て
い
た
。
彫
師
側
も
外

国
人
向
け
図
柄
を
用
意
し
た
た
め
、
滞
在
費
用
や
滞
在
日
数
か
ら
大
き
な
図
柄

を
入
れ
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
客
も
、
数
時
間
か
ら
一
日
程
度
で
そ
の
一
端
を

体
験
で
き
た
。

　
観
光
学
で
は
「
真
正
性
」
を
問
う
こ
と
は
す
で
に
古
典
的
な
議
論
と
な
っ
て
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い
る
が
、
当
時
の
外
国
人
客
が
日
本
で
日
本
人
彫
師
か
ら
イ
レ
ズ
ミ
を
彫
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
、
や
は
り
真
正
性
を
感
じ
さ
せ
る
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
欧
米
で
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
ブ
ー
ム
は
続
い
て
お
り
、
イ
レ
ズ

ミ
を
持
ち
帰
る
こ
と
で
自
慢
を
交
え
て
旅
の
思
い
出
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
柄
は
地
元
で
彫
る
も
の
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
く
と
も
、
同
時
代
の
欧
米
の
記

録
や
写
真
か
ら
判
断
す
る
に
、
技
術
や
仕
上
が
り
に
お
い
て
は
日
本
の
彫
師
の

仕
事
は
格
段
に
上
回
っ
て
い
た
。
ま
だ
日
本
が
東
洋
の
神
秘
に
包
ま
れ
て
い
る

時
代
に
、
現
地
の
彫
師
が
彫
っ
た
「
真
正
な
イ
レ
ズ
ミ
」
は
痛
み
を
伴
い
な
が

ら
も
客
を
満
足
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

　
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
日
本
み
や
げ
の
イ
レ
ズ
ミ
は
、
こ
う

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
や
背
景
が
交
差
し
て
出
現
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。
交
通

網
と
外
国
人
客
向
け
ホ
テ
ル
や
滞
在
先
が
整
備
さ
れ
、
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
整

う
な
か
で
、
イ
レ
ズ
ミ
体
験
サ
ー
ビ
ス
が
成
立
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時

代
の
イ
レ
ズ
ミ
体
験
と
は
、
当
時
の
日
本
人
と
一
部
の
外
国
人
が
組
ん
で
、
外

国
人
客
に
提
供
し
た
「
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
場
で
の
実
演
」
で
あ
っ
た
。

ホ
ス
ト
側
が
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
的
施
設
や
空
間
を
つ
く
っ
て
、
ビ
ジ
タ
ー
側

の
体
験
内
容
や
質
、
人
数
調
整
を
含
め
て
観
光
客
を
囲
い
込
む
現
象
は
、
一
般

住
民
と
外
来
の
客
の
摩
擦
を
避
け
る
た
め
に
現
在
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で

も
あ
る
。
彫
師
業
は
当
時
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
彫
師
側
も
外
国
人
客
に
家

や
仕
事
場
に
直
接
来
ら
れ
て
目
立
つ
の
は
困
る
。
こ
の
た
め
、
彫
師
が
客
の
ホ

テ
ル
や
船
を
訪
問
す
る
形
や
、
美
術
商
が
用
意
し
た
タ
ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
で
の
施

術
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
現
象
は
ま
た
、
開
港
に
よ
っ
て
十
九
世
紀
後
半
に
は
日
本
も
「
み
や
げ

と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ
」
の
世
界
的
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
。
実
は
、
日
本
だ
け
に
こ
の
現
象
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
。

C
aplan

ら
やFriedm

an

の
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
大
航
海
時
代
か
ら
欧
米
で

は
各
地
で
イ
レ
ズ
ミ
を
彫
り
、
縁
起
を
担
ぎ
、
み
や
げ
や
記
念
と
す
る
人
々
が

い
た
。
イ
レ
ズ
ミ
が
で
き
る
港
と
し
て
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
が
組
み
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
人
彫
師
は
各
地
の
港
に
住
み
着
い
て
も
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
日
本
人
彫
師
が
外
国
で
開
業
し
た
都
市
は
筆
者
が
資
料

で
確
認
し
た
だ
け
で
も
、
香
港
、
上
海
、
芝チ
ー
フ
ー罘

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク
、

マ
ニ
ラ
、
ボ
ン
ベ
イ
（
現
、
ム
ン
バ
イ
）、
カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
、
コ
ル
カ
タ
）、
ラ

ン
グ
ー
ン
（
現
、
ヤ
ン
ゴ
ン
）、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン
、
マ
ル
タ
と
な
る
。
外
国
在
住
の
彫
師

た
ち
の
存
在
は
、
外
務
省
が
各
領
事
館
で
実
施
し
た
在
住
日
本
人
の
職
業
統
計

「
海
外
在
留
本
邦
人
職
業
別
人
口
調
査
」
な
ど
に
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年

か
ら
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
残
さ
れ
て
い
る
。
職
業
調
査
は
各
領
事
館
が

独
自
に
実
施
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
一
三
年
以
後
に
外
務
省
が
調
査
項
目
を

統
一
す
る
と
、
海
外
在
住
の
彫
師
数
は
捕
捉
で
き
な
く
な
る
。

　
彫
師
た
ち
の
動
向
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
宮
武
外
骨
も
着
目
し
て
お
り
、

一
九
二
四
（
大
正
十
二
）
年
に
刊
行
し
た
『
面
白
半
分
』
の
記
事
「
文
身
の
女
」

で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
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文ぶ
ん

身し
ん

は
野や

蛮ば
ん

の
遺ゐ

習し
ふ

と
し
て
、
徳と
く

川が
は

幕ば
く

府ふ

の
末す
ゑ

及お
よ

び
明め
い

治ぢ

の
代よ

と
な
つ
て

以い

来ら
い

、
法は
ふ

律り
つ

で
厳げ
ん

禁き
ん

さ
れ
て
居ゐ

る
に
も
拘
か
ゝ
わ

ら
ず
、
陰い
ん

に
行
お
こ
な

は
れ
て
其そ
の

術じ
ゆ
つ

を
業げ
ふ

と
す
る
者も
の

少
す
く
な

く
な
い
、
特こ
と

に
諸し
よ

外
ぐ
わ
い

国こ
く

人じ
ん

は
好こ
の

ん
で
日に

本ほ
ん

式し
き

の

文ぶ
ん

身し
ん

を
施
ほ
ど
こ

す
さ
う
で
あ
る
、『
官○

報○

』
に
「
海か
い

外
ぐ
わ
い

在ざ
い

留り
う

本ほ
ん

邦ぽ
う

人じ
ん

職
し
ょ
く

業げ
ふ

別べ
つ

」
と
云い

ふ
統と
う

計け
い

表へ
う

が
載の

つ
て
居ゐ

た
が
、
何ど
の

国く
に

何ど
の

市し

に
も
日に

本ほ
ん

の
「
文い
れ

身ず
み

師し

」
が
数す
う

人に
ん

あ
る
、
野や

蛮ば
ん

と
呼よ

ば
れ
る
事こ
と

が
、
文ぶ
ん

明め
い

国こ
く

で
盛さ
か

ん
に
行
お
こ
な

は

れ
て
居ゐ

る
事こ
と

が
分わ
か

る（
67
）

　
こ
う
し
た
彫
師
の
な
か
に
は
、
積
極
的
に
地
元
の
英
字
新
聞
な
ど
に
広
告
を

出
し
て
い
た
彫
師
も
い
る
。
世
界
的
に
み
て
も
、
各
港
に
は
イ
レ
ズ
ミ
屋
が
軒

を
連
ね
て
お
り
、
港
か
ら
内
陸
へ
と
店
舗
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

店
舗
を
持
た
ず
に
旅
ま
わ
り
を
す
る
彫
師
も
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
彫
千
代
は
宣
伝
で
異
彩
を
放
っ
た
が
、
む
し
ろ
移
住
や
出
稼
ぎ
し
て
世

界
各
地
で
開
業
し
た
日
本
出
身
の
彫
師
た
ち
と
共
通
す
る
宣
伝
手
法
や
言
動
で

も
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
英
国
系
美
術
商
と
組
ん
だ
こ
と
で

得
た
知
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
イ
レ
ズ
ミ
は
文
化
や
国
境
の
境
が
な
く
、
ど
ん
欲
に
新
し
い
要
素
を
取
り
入

れ
て
い
く
が
、
た
ち
ま
ち
に
流
行
が
過
ぎ
去
っ
て
陳
腐
化
す
る
。
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
的
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
な
文
化
で
も
あ
る
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
施
術
回
数
が
一
回
で
総
施
術
時
間
も
短
い
。
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ

ズ
ミ
の
共
通
性
は
、
イ
レ
ズ
ミ
に
関
す
る
人
と
文
化
と
美
術
の
交
換
が
世
界
各

地
で
同
時
に
展
開
し
て
い
る
状
況
か
ら
生
じ
て
い
る
。
イ
レ
ズ
ミ
に
お
け
る
文

化
の
接
触
と
混
交
は
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
本
格
化
し
、
二
十
世
紀
後
半
に
は

欧
米
に
お
け
る
タ
ト
ゥ
ー
専
門
雑
誌
の
定
期
刊
行
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
登
場
で
加
速
し
て
い
る
。
今
回
、
本
論
文
で
確
認
し
た
の
は
、
日

本
の
彫
師
が
世
界
的
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
彫
師
と
そ
の
客
」
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
入
し
、
組
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
最
初
期
の
状
況
で
あ
っ
た
。

八
　
結
　
論

　
本
稿
で
は
、
日
本
の
彫
師
た
ち
が
十
九
世
紀
後
半
以
降
、
外
国
人
の
施
術
を

通
し
て
い
か
に
命
脈
を
保
っ
て
き
た
の
か
を
国
内
、
国
外
の
資
料
を
検
討
し
て

考
察
し
た
。
法
的
規
制
を
か
い
く
ぐ
っ
て
施
術
を
し
て
き
た
日
本
の
彫
師
、
特

に
彫
千
代
が
活
躍
で
き
た
時
代
の
横
浜
の
港
と
ホ
テ
ル
周
辺
の
位
置
関
係
、
仲

介
者
、
広
告
・
宣
伝
の
あ
り
方
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　
当
時
の
日
本
で
は
イ
レ
ズ
ミ
の
施
術
は
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
た
が
、
外
国

人
客
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
彫
師
業
は
命
脈
を
保
っ
た
面
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。
一
九
四
五
年
以
前
に
お
い
て
、
イ
レ
ズ
ミ
に
関
す
る
記
事
は

日
本
の
新
聞
、
雑
誌
で
は
時
た
ま
掲
載
さ
れ
る
が
彫
師
逮
捕
の
報
道
が
中
心
と

な
り
、
宣
伝
な
ど
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
英
字
新
聞
も
、

広
告
は
載
っ
て
い
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
で
は
英
字
新
聞
に
日
本
人
彫
師
の
広
告

が
掲
載
さ
れ
た
が
、
日
本
で
彫
師
の
広
告
媒
体
と
し
て
機
能
し
た
の
は
旅
行
案
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内
書
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
広
告
欄
や
、
自
身
が
配
布
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ー
ド
で
あ

り
、
す
べ
て
英
語
で
書
か
れ
た
外
国
人
客
向
け
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
け
る
み
や
げ
と
し
て
の
イ
レ
ズ
ミ
を
時
系
列
で
辿
っ

て
行
っ
た
。
明
治
政
府
成
立
当
初
は
す
で
に
イ
レ
ズ
ミ
を
彫
っ
て
い
た
人
々
に

は
鑑
札
を
渡
し
、
国
内
で
は
施
術
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。
し
か
し
、
徐
々

に
取
り
締
ま
り
が
緩
み
、
施
術
を
受
け
る
人
々
が
増
え
て
い
く
。
英
国
二
皇
孫

の
施
術
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
事
実
上
黙
認
し
、
彫
師
を
世
話
す
ら
し
た
。
彫

師
の
一
部
は
港
付
近
の
タ
ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
や
東
京
、
横
浜
、
箱
根
、
神
戸
な
ど

の
外
国
人
向
け
の
ホ
テ
ル
、
船
上
な
ど
で
施
術
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
、
外
資
系
美
術
商
と
提
携
す
る
な
ど
し
て
、
外
国
人
向
け
の
観
光
案
内
書

や
ホ
テ
ル
の
メ
ニ
ュ
ー
裏
な
ど
に
広
告
を
掲
載
す
る
美
術
商
や
彫
師
も
現
わ
れ

た
。
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
頃
に
は
、
到
着
し
た
船
内
に
物
売
り
が
押

し
か
け
た
よ
う
に
、
彫
師
自
ら
ホ
テ
ル
や
船
室
に
出
向
い
て
注
文
を
取
り
、
彫

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
国
内
よ
り
も
外
国
で
有
名
で
あ
っ
た
彫
師
の
彫
千
代
の
名

は
死
後
も
語
ら
れ
続
け
て
、
特
に
英
語
圏
に
お
い
て
は
実
像
よ
り
も
虚
像
が
肥

大
化
す
る
が
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
以
降
は
、
英
米
の
新
聞
や
雑
誌

で
日
本
で
の
施
術
体
験
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。
ま
た
、
こ
の
時

代
に
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
技
術
や
特
徴
的
な
彫
り
方
、
図
柄
へ
の
世
界
的
な
高
い

評
価
が
確
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
国
外
編
と
し
て
彫
豊
ほ
か
の
彫
師
に
つ
い
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。
筆
者
は
東
南
ア
ジ
ア
で
活
動
し
た
日
本
人
彫
師
の
資
料
も
集
め
て
お
り
、

別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。
ま
た
、
科
研
費
に
よ
り
彫
千
代
の
下
絵
に
関
す
る
報

告
書
を
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
内
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。

　
外
国
人
向
け
の
施
術
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
以
降
、
再
び
盛
ん
と

な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
米
軍
ほ
か
の
軍
人
が
主
要
な
客
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇

年
代
か
ら
米
国
の
彫
師
が
来
日
し
て
彫
師
や
客
と
の
交
流
を
始
め
、
一
九
九
〇

年
代
頃
に
は
世
界
各
地
の
客
が
日
本
に
通
い
始
め
た
。
現
在
も
年
に
一
度
か
二

度
ず
つ
彫
師
に
彫
っ
て
も
ら
う
目
的
で
日
本
を
訪
れ
る
人
々
が
い
る
。
日
本
式

の
手
彫
り
に
こ
だ
わ
る
人
々
は
、
毎
年
最
低
二
週
間
程
度
は
滞
在
し
、
日
本
製

品
と
各
種
資
料
を
買
い
込
ん
で
い
く
。
近
年
で
は
、
彫
師
た
ち
は
サ
イ
ト
を
開

設
し
、
各
種
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
連
絡
が
取
り
あ
え
、
打
合
せ
も
で
き
る
。
見
本

帳
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
展
開
し
、
彫
師
自
身
や
客
が
、
下
絵
だ
け
で
な
く
身
体
に

彫
っ
た
イ
レ
ズ
ミ
を
写
真
に
撮
影
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
客
は
よ
り
多
国
籍
化
し
て
、
作
品
や
彫
師
と
の
感
性
が
合
う
か
ど
う
か

を
優
先
し
、
都
市
や
地
方
在
住
に
関
わ
ら
ず
彫
師
の
も
と
に
訪
れ
て
い
る（

68
）

。

C
ovid

―1
9 

も
あ
り
、
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
や
日
本
社
会
、
世
界
が
ど

こ
に
向
か
う
か
の
見
通
し
が
つ
き
に
く
い
が
、
二
十
一
世
紀
型
の
「
日
本
み
や

げ
と
し
て
の
タ
ト
ゥ
ー
」
は
今
な
お
静
か
に
展
開
し
て
い
る
。
以
上
の
歴
史
を

踏
ま
え
る
と
、
本
論
は
日
本
を
舞
台
と
し
た
イ
レ
ズ
ミ
を
め
ぐ
る
観
光
行
動
の

原
点
を
検
討
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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本
論
考
は
す
べ
て
筆
者
の
文
責
に
あ
り
ま
す
。
脱
稿
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
個
人

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
以
下
の
方
々
や
機
関
の
名
を
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
小
山
騰
氏
に
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
て
資

料
調
査
の
手
ほ
ど
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
留
文
科
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
各
図
書
館

へ
の
紹
介
状
、
資
料
の
取
り
寄
せ
、
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
閲
覧
な
ど
の
便
宜
を
は

か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
代
目
彫
よ
し
氏
に
は
、
文
身
歴
史
資
料
館
や
個
人
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
彫
千
代
像
や
な
ら
び
に
当
時
の
イ
レ
ズ
ミ
と
下
絵
ほ
か

の
解
釈
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
貫
菜
穂
氏
に
は
、
芸
術
学
か
ら
み
た
彫
千

代
と
ア
ー
サ
ー
・
ボ
ン
ド
の
評
価
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
のM

att 

Lodder

氏
に
は
、
英
国
美
術
史
研
究
と
タ
ト
ゥ
ー
の
位
置
づ
け
、
近
現
代
に
お
け
る
イ
レ
ズ

ミ
業
の
発
展
、
図
柄
を
含
め
た
美
術
的
、
文
化
、
歴
史
に
つ
い
て
常
に
情
報
交
換
を
し
て
い

ま
す
。Am

sterdam
 Tattoo M

useum

（
当
時
）、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
図
書
館
、
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
、
香
港
歴
史
博
物
館
、
香
港
大
学
図
書
館
、
香
港
中
文
大
学
図
書
館
、

香
港
政
府
歴
史
檔
案
館
、
台
湾
・
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
図
書
館
、
公
益
財
団
法
人
平

野
政
吉
美
術
財
団
、
秋
田
県
立
美
術
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
お

い
て
も
、
関
連
す
る
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
、
横

浜
都
市
発
展
記
念
館
、Peabody Essex M

useum

、Longfellow
 H

ouse

、Th
e Penn M

useum

に
は
、
所
蔵
す
る
資
料
の
掲
載
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
か
ら
公
募
班
に
採

用
し
て
い
た
だ
き
、
領
域
会
議
な
ど
で
度
々
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「
顔
・
身
体

学
」
の
皆
様
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
順
不
同
）。

　
本
論
文
は
こ
れ
ま
で
に
以
下
の
科
学
研
究
費
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

　2
0H
0
4
5
8
3

「
イ
レ
ズ
ミ
・
タ
ト
ゥ
ー
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
性
の
比
較
研
究
」

（
二
〇
二
〇
年
度
〜
二
一
年
度  

新
学
術
領
域
研
究
〈
研
究
領
域
提
案
型
〉）

　1
8H
0
4
2
0
2

「
顔
・
身
体
表
現
か
ら
検
討
す
る
ト
ラ
ン
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
下
の
装
飾
美
」（
二

〇
一
八
年
度
〜
一
九
年
度  

新
学
術
領
域
研
究
〈
研
究
領
域
提
案
型
〉）

　2
4
5
2
0
1
6
5

「
明
治
期
・
大
正
期
・
昭
和
期
に
国
内
外
で
活
動
し
た
彫
師
に
関
す
る
実
証
的

研
究
」（
二
〇
一
二
年
度
〜
二
〇
一
八
年
度  

基
盤
Ｃ
）

注（
１
）　
後
述
す
る
京
都
の
彫
安
こ
とN

akashim
a

（
中
島
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　
井
出
英
雅
『
や
く
ざ
覚
え
書
』
東
都
書
房
、
一
九
五
八
、
四
〇
頁
。

（
３
）　
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
四
月
二
十
三
日
、
五
月
十
三
日
に
自
宅
に
て
清
宮
武
三
氏

よ
り
伺
っ
た
話
を
ま
と
め
た
。
詳
し
く
は
、
拙
著
を
参
照
の
こ
と
（
山
本 

二
〇
〇
五
：

一
五
三
頁
―
一
六
六
頁
）。

（
４
）　
二
十
六
枚
の
下
絵
や
針
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ピ
ッ
ト
リ
バ
ー
ズ
博
物
館
に

収
蔵
さ
れ
、
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
写
真
が
閲
覧
で
き
る
。
公
式
サ
イ
ト

は
、https://w

w
w.prm

.ox.ac.uk/collections-online

（
二
〇
二
〇
年
八
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

脱
稿
後
に
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が
一
九
〇
二
年
に
も
大
英
博
物
館
に
針
ほ
か
イ
レ
ズ
ミ
の
道

具
一
式
を
寄
贈
し
て
い
た
こ
と
を
、
館
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
っ
た
。

（
５
）　
四
署
は
現
在
の
中
央
警
察
署
、
三
署
は
現
在
の
築
地
警
察
署
、
一
署
は
現
在
の
深
川

警
察
署
に
あ
た
る
。

（
６
）　
田
中
裕
二
「
第
五
章 

日
本
人
の
「
は
だ
か
」

―
西
洋
人
の
ま
な
ざ
し
と
東
京
違
式

詿
違
条
例
」、
矢
内
賢
二
編
『
明
治
、
こ
の
フ
シ
ギ
な
時
代
』
新
典
社
、
二
〇
一
六
、
一

八
八
頁
。

（
７
）　
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
は
ジ
ョ
ー
ジ
六
世
（
一
八
九
五
年
―
一
九
五
二
年
）
の
父
君
で
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
（
一
九
二
六
―
）
の
祖
父
に
あ
た
る
。

（
８
）　
臨
時
帝
室
編
修
局
編
「
長
崎
省
吾
第
一
回
談
話
速
記
」
一
九
二
七
。
国
会
図
書
館
憲

政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。https://dl.ndl.go.jp/info : 

ndljp/pid/1
0
9
6
2
9
9
0?tocO

pened=
1

（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
六
日
最
終
閲
覧
）

（
９
）　
延
遼
館
は
浜
離
宮
恩
賜
公
園
に
所
在
し
た
当
時
の
迎
賓
館
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
西
洋
式
内
装
が
あ
る
建
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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（
10
）　
長
崎
は
神
奈
川
県
令
を
し
て
い
た
中
野
健
明
に
問
い
合
わ
せ
た
、
と
表
現
し
て
い
る

が
、
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
「
地
名
・
人
名
・
出
来
事
事
典
」
に

よ
る
と
、
中
野
の
県
令
着
任
の
年
代
が
合
わ
な
い
の
で
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、

呼
び
寄
せ
た
彫
師
は
、
横
浜
や
神
奈
川
県
内
の
者
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お

く
。https://w

w
w.jacar.go.jp/dictionary/0

2_item
.htm

l?id=
0
0
0
2
5
8
3
4

（
二
〇
二
〇
年
十

月
十
九
日
最
終
閲
覧
）

（
11
）　
英
国
二
皇
孫
が
著
者
、
注
釈
が
ダ
ル
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
バ
ッ
カ
ン
ト
号
航
海
記
、

Prince Albert V
ictor et al., 1

8
8
6, Th

e cruise of H
er M

ajesty’s Ship “Bacchante” 1879–

1882, M
acm

illan and C
o, London

で
は
、
八
月
二
十
七
日
朝
食
後
に
も
施
術
を
受
け

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
二
人
は
そ
の
あ
と
朝
九
時
三
十
分
に
制
服
に
着
替
え
、
明
治

天
皇
の
訪
問
に
備
え
た
。
十
月
二
十
八
日
午
前
九
時
三
十
分
に
彫
師
が
延
遼
館
の
居
室

に
通
さ
れ
、
三
時
間
ほ
ど
で
施
術
を
終
え
た
。
先
に
墨
汁
で
下
絵
を
描
い
た
あ
と
、
青

と
赤
で
大
き
な
龍
を
彫
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彫
師
は
二
名
い
て
、
一
人
は
色
を
調

整
し
、
一
人
が
彫
っ
た
。
彫
師
は
全
身
に
日
本
風
の
色
彩
豊
か
な
美
し
い
イ
レ
ズ
ミ
を

施
し
て
い
た
。
他
、
二
名
の
彫
師
が
軍
艦
に
乗
り
込
み
、
二
、
三
日
か
け
て
英
国
の
将

兵
数
名
の
腕
を
彫
っ
た
。
な
お
、
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
の
伝
記
を
執
筆
し
た
君
塚
直
隆
に
よ

れ
ば
、
二
人
の
感
想
は
「
ち
っ
と
も
痛
く
な
か
っ
た
」
そ
う
で
同
日
夕
刻
に
は
芝
公
園

で
の
日
本
式
晩
餐
会
に
出
席
し
た
。
バ
ッ
カ
ン
ト
号
は
神
戸
に
寄
港
し
、
二
皇
孫
は
京

都
と
奈
良
を
観
光
し
た
の
ち
、
瀬
戸
内
海
か
ら
下
関
を
抜
け
て
十
一
月
十
五
日
に
日
本

を
発
っ
た
（
君
塚 

二
〇
一
一
：
二
〇
四
頁
―
二
〇
六
頁
）。

（
12
）　
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
日
本
の
イ
レ
ズ
ミ
に
関
す
る
複
数
の
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆

し
た
谷
井
基
次
郎
は
、「
大
阪
難
波
（
だ
と
思
ふ
）
現
在
の
彫
熊

―
今
（
筆
者
注
：
一

九
二
八
年
？
）、
神
戸
に
い
る
彫
安
の
師
匠
を
探
し
出
し
て
京
都
で
某
画
伯
の
筆
に
な
る
。

鶴
舞
ふ
の
図
を
エ
ド
ワ
ー
ド
親
王
、
上
り
龍
下
り
龍
を
ジ
ョ
ー
ジ
親
王
の
御
腕
に
彫
っ

て
さ
し
あ
げ
た
」（
谷
井 

一
九
二
八
：
六
〇
頁
―
七
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ほ
か
に
、

官
僚
が
仲
介
し
て
東
京
出
身
で
京
都
在
住
で
あ
っ
た
彫
師
の
江
戸
熊
が
施
術
を
し
た
と

報
じ
た
京
都
の
新
聞
記
事
を
、
高
久
が
紹
介
し
て
い
る
（
高
久 

二
〇
一
一
：
一
六
六
頁

―
一
七
一
頁
）。

（
13
）　
英
国
のD

aily M
ail

の
公
式
サ
イ
ト
ほ
か
が
日
記
の
該
当
箇
所
の
写
真
を
添
え
て
、

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
一
月
十
二
日
に 

“The royal w
ith the dragon tattoo form

s 

part of palace exhibition

” で
報
じ
て
い
る
。Prince G

eorge’s diary recorded being tattooed 

in Japan. 

（Royal C
ollection Trust/H

er M
ajesty Q

ueen Elizabeth II 2
0
1
9/PA

）. 

こ
の

日
記
は
二
〇
一
九
年
に
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
に
展
示
さ
れ
た
。

（
14
）　
京
都
の
花
街
で
あ
る
島
原
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　
羽
成
恵
造
編
『
学
術
政
談
演
説
討
論
集
』（
上
田
屋
、
一
八
八
七
）
ほ
か
。

（
16
）　
小
山
騰
の
著
書
（
二
〇
一
〇
）
に
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
の
イ
レ
ズ
ミ

が
あ
る
王
室
関
係
者
や
貴
族
、
日
本
で
イ
レ
ズ
ミ
を
入
れ
た
英
国
王
室
関
係
者
や
英
国

貴
族
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）　
本
論
で
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
露
国
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
が
長
崎
で

施
術
を
受
け
て
い
る
。
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
五
月
に
軍
艦
で
寄
港
し
た
際
に
、

長
崎
市
摂
津
町
の
野
村
幸
三
郎
、
大
黒
町
の
姓
不
詳
、
又
三
郎
を
呼
び
寄
せ
て
、
右
腕

に
龍
の
イ
レ
ズ
ミ
を
彫
っ
た
と
い
う
。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
八
月
九
日
に
テ
ニ
ス

中
の
腕
ま
く
り
を
し
た
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
姿
を
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
着
色
写
真
が
雑
誌

『Esquire

』
の
日
本
公
式
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
た
。「
最
後
の
ロ
シ
ア
皇
帝
、
ニ
コ
ラ
イ

二
世

―
右
腕
に
は
日
本
で
彫
っ
た
見
事
な
龍
の
刺
青
が
…
」『Esquire

』
公
式
サ
イ
ト

https://w
w

w.esquire.com
/jp/entertainm

ent/tv/a
3
0
3
2
8
9
9
2/russia-last-czar-nicholas-

had-a-m
assive-dragon-tattoo-japan/

（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
18
）　
早
川
勇
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
日
本
事
物
誌
』
の
各
版
に
み
ら
れ
る
日
本
語
語
彙
」『
言

語
と
文
化
』
九
号
、
二
〇
〇
三
、
一
四
二
頁
。

（
19
）　Tattooing

の
日
本
語
の
発
音
はIre-zum

i

で
は
な
くH

ori-m
ono

と
示
し
て
い
る
。

（
20
）　
書
誌
情
報
は
、
こ
ち
ら
の
サ
イ
ト
が
詳
し
い
。
神
﨑
順
一
「
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ

ン 

“Things Japanese

”『
日
本
事
物
誌
』
書
誌
」『N

et Pinus

』
八
七
号https://m

yrp.

m
aruzen.co.jp/tim

ew
ithbook/pinus_

8
7_
1

―0/

（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
四
日
最
終
閲
覧
）

（
21
）　Basil H

all C
ham

berlain, 1
9
3
9, Th

ings Japanese. London : John M
urray, pp. 3

9
9 –
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「日本みやげ」としてのイレズミ



4
0
2.

（
22
）　
有
島
生
馬
の
未
完
小
説
「
彫
千
代
」
に
よ
れ
ば
、
二
代
目
は
弟
子
の
彫
清
の
可
能
性

が
あ
る
（
有
島 

一
九
二
四
）。

（
23
）　
彫
千
代
は
小
説
家
や
漫
画
家
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の

小
説
や
漫
画
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
死
去
し
て
か
ら
比
較
的
近
い
時
代
に
取

材
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
の
が
、
画
家
で
作
家
で
あ
っ
た
有
島
生
馬
の
小
説
「
彫
千
代
」

で
あ
る
。『
婦
人
世
界
』
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
一
月
か
ら
五
月
、
八
月
か
ら
十
月

に
連
載
し
た
が
小
説
は
未
完
と
な
っ
た
。

（
24
）　N

ew
 C

astle C
ourier

の
短
信
記
事
（
一
八
八
六
年
三
月
十
二
日
）
を
参
照
し
た
。

（
25
）　
短
信
記
事Freeport D

aily Journal, Illinois. 1
9 M

arch 1
8
8
6.

（
26
）　
横
浜
の
彫
師
で
あ
る
参
代
目
彫
よ
し
に
よ
る
と
、
図
２

に
あ
る
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の

腹
部
の
図
柄
は
、
幕
末
の
絵
師
、
狩
野
一
信
に
よ
る
「
五
百
羅
漢
図
」
の
第
五
十
九
幅

図
に
あ
る
蛇
の
口
か
ら
五
百
羅
漢
が
現
れ
る
構
図
を
、
龍
と
観
音
に
変
更
し
た
も
の
で

あ
る
。
背
中
の
鯉
、
観
音
と
龍
、
右
肩
上
に
あ
る
旗
は
線
が
ま
っ
す
ぐ
で
よ
く
彫
れ
て

お
り
、
彫
千
代
の
作
で
あ
る
。
胸
に
あ
る
渦
は
米
国
で
彫
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
線
が

ず
れ
て
お
り
素
人
の
施
術
と
の
こ
と
で
あ
る
。G

uth

の
記
述
と
写
真
の
撮
影
年
代
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
の
食
い
違
い
は
、C

ovid

―1
9 

の
状
況
下
で
本
論
文
を
執
筆
し
た
た
め
、
資
料

所
蔵
機
関
で
あ
るLongfellow

 H
ouse

で
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
27
）　Julie Joy N

ootbaar, 2
0
1
5, 

“Charles Longfellow

’s Tw
enty M

onths in Japan,
”『
大

分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
五
二
巻
、
一
三
頁
。

（
28
）　
セ
ー
ラ
ム
の
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
（Th

e Peabody Essex M
useum

）

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ウ
ェ
ル
ド
が
収
集
し
た
和
紙
に
描
か
れ
た
イ
レ
ズ
ミ
下
絵

が
一
九
九
八
年
に
寄
贈
さ
れ
、
計
四
点
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
う
ち
一

点
は
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
腹
部
の
図
柄
に
酷
似
し
て
い
る
。
江
戸
東
京
博
物
館
で
の

公
開
時
に
はH

oricho

（
彫
長
）
が
描
い
た
下
絵
の
可
能
性
が
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
東
京
博
物
館
編
『
日
米
交
流
の
あ
け
ぼ
の

―
黒
船
き
た
る
：
全
米
最
古
ピ
ー
ボ

デ
ィ
ー
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
』
江
戸
東
京
博
物
館
、
一

九
九
九
、
一
四
九
頁
、
一
七
一
頁
―
一
七
四
頁
よ
り
。

（
29
）　
“A m

ysterious 1
9th-century tattoo artist, identified at last,

” Boston G
lobe. 2

5 M
ay 

2
0
1
5. https://w

w
w.bostonglobe.com

/ideas/2
0
1
4/0
5/2
4/m

ysterious-century-tattoo-

artist-identified-last/u
7ayzx

9RU
2Ezm

w
5
5
0bD

K
0O

/story.htm
l

（
二
〇
二
〇
年
七
月
二

十
五
日
最
終
閲
覧
）

（
30
）　
詳
し
く
は
博
物
館
公
式
サ
イ
ト
のAlessandro Pezzati

に
よ
る
解
説
記
事 

“Furness in 

Bodneo and East Asia.

” 

を
参
照
の
こ
と
。https://w

w
w.penn.m

useum
/sites/expedition/ 

furness-in-borneo-and-east-asia/

（
二
〇
二
一
年
四
月
十
五
日
最
終
閲
覧
）

（
31
）　Furness, H

arrison and H
iller expedition records 1060. http://dla.library.upenn.edu/

dla/ead/ead.htm
l?fq=repository_facet%

3A
%
2
2Penn%

2
0M

useum
%
2
0

Archives%
2
2&

id=EAD
_upenn_m

useum
_PU

M
u
1
0
6
0

（
二
〇
二
一
年
五
月
十
六
日
最

終
閲
覧
）

（
32

）　A
dria H

. K
atz, 
1
9
8
8, 

“Borneo to Philadelphia : T
he Furness-H

iller-H
arrison 

C
ollections,

” Expedition M
agazine. vol. 3

0, no. 1. https://w
w

w.penn.m
useum

/

docum
ents/publications/expedition/PD

Fs/3
0

―1/K
atz.pdf

（
二
〇
二
一
年
六
月
九
日
最

終
閲
覧
）

（
33
）　
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
十
一
月
十
二
日
付
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
掲
載
記
事
「
彫

千
代
の
刺
青
術
」
に
よ
れ
ば
、
仕
事
場
に
は
機
械
彫
り
の
装
置
を
備
え
て
い
た
ほ
か
、

ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
を
手
掛
け
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
す
る
。「
歯
科
医
の

よ
う
な
高
低
自
由
な
椅
子
と
そ
の
傍
ら
に
高
さ
三
尺
あ
ま
り
の
デ
ス
ク
形
の
機
械
が
あ

る
。
正
部
に
数
百
の
銀
の
棒
が
あ
り
こ
れ
に
数
本
の
鉄
針
を
備
え
、
細
き
線
を
描
く
に

は
二
本
よ
り
三
本
、
四
本
と
順
に
針
数
を
増
し
ボ
カ
シ
に
用
い
る
も
の
は
そ
の
針
五
〇

乃
至
六
〇
に
及
ぶ
。
そ
の
中
部
に
は
刺
青
に
用
い
る
顔
料
及
び
紙
類
ベ
ス
リ
ン
等
を
備

え
る
。
場
の
四
壁
に
は
大
鏡
を
縣
け
反
射
の
作
用
に
て
一
見
全
体
の
各
部
を
知
る
を
得

べ
し
。
大
鏡
と
大
鏡
の
間
に
は
彫
千
代
が
技
術
を
施
せ
る
姿
を
撮
影
し
た
写
真
を
縣
げ
、

一
見
見
る
者
を
驚
か
す
は
英
国
皇
族
ビ
ク
ト
ル
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ジ
殿
下
の
雲
龍
と
蝶
類
、

英
国
貴
族
ロ
ー
ド
ク
レ
ッ
ツ
ホ
ー
ド
侯
の
千
羽
鶴
、
米
国
詩
家
第
二
世
ロ
ン
グ
フ
ェ

78



ロ
ー
氏
の
関
ヶ
原
陣
揃
え
の
図
、
英
国
貴
族
ロ
ー
ド
レ
ス
テ
ー
ル
侯
が
婦
人
の
肖
像
を

刻
め
る
（
中
略
）
元
来
彫
千
代
な
る
者
は
非
凡
な
視
力
を
有
し
米
国
婦
人
の
左
腕
に
彫

る
七
賢
人
の
如
き
は
大
き
さ
郵
便
切
手
と
同
じ
く
肉
眼
に
は
弁
じ
難
き
（
中
略
）
多
き

は
英
米
人
こ
れ
に
次
は
露
仏
人
な
り
尤
も
近
来
米
国
婦
人
の
依
頼
多
く
刺
図
は
蝶
に
群

雀
、
良
人
の
肖
像
（
中
略
）
此
程
米
国
の
一
婦
人
が
左
腕
に
蠅
の
留
れ
る
図
を
彫
り
た

る
が
其
大
き
さ
（
中
略
）
真
物
と
為
す
者
多
き
よ
り
同
婦
人
は
大
い
に
誇
り
ゐ
る
よ
し

と
。
此
蠅
の
価
は
三
五
弗
に
て
施
術
料
は
一
図
一
五
六
弗
の
物
も
有
れ
ど
多
く
は
四
五

〇
弗
よ
り
二
三
百
弗
に
及
び
（
中
略
）
米
人
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
氏
が
背
部
に
彫
ら
せ
し

関
ヶ
原
の
図
な
ど
は
成
功
ま
で
凡
そ
四
〇
日
も
掛
り
一
日
三
時
間
卅
弗
の
日
当
な
り
し

と
云
へ
り
」。
こ
の
記
事
で
は
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
イ
レ
ズ
ミ
は
関
ヶ
原
の
図
と
語
ら

れ
て
お
り
、
写
真
と
異
な
る
。

（
34
）　「
日
本
村
」
の
た
め
に
渡
航
し
た
俳
優
の
市
川
達
造
、
力
士
の
熊
ヶ
谷
こ
と
辻
与
一
、

千
鳥
川
こ
と
宮
本
浪
之
助
が
帰
国
後
に
長
崎
の
『
鎮
西
日
報
』
に
体
験
を
語
り
、
一
八

八
七
（
明
治
二
十
）
年
五
月
十
六
日
か
ら
『
鳥
取
新
報
』
に
転
載
さ
れ
た
記
事
を
倉
田

は
参
照
し
て
い
る
。
筆
者
は
『
鎮
西
日
報
』
の
元
記
事
を
確
認
し
た
が
、
倉
田
の
引
用

箇
所
以
外
に
関
連
す
る
記
述
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

（
35
）　
筆
者
が
調
べ
た
範
囲
で
、
香
港
在
住
の
日
本
人
彫
師
関
連
の
新
聞
記
事
と
し
て
は
、

“A Japanese Professional Tattooer,

” St. Jam
es’s G

azette, 1
8 April 1

8
8
9 

が
最
も
古
い
。

（
36
）　
彫
千
代
が
英
国
軍
艦
で
の
施
術
は
と
も
か
く
、
英
国
二
皇
孫
の
施
術
を
引
き
受
け
る

に
は
当
時
二
十
二
歳
前
後
と
年
齢
的
に
は
若
す
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
37
）　
“The apelles of Japanese tattooer,

” Pall M
all G

azette, 7 M
ay 1
8
8
9. 

数
日
後
の
五

月
十
三
日
に
は
同
じ
記
事
が 

“Hori chiyo

” 

と
題
し
て
、Th

e London and C
hina 

Telegraph

に
掲
載
さ
れ
た
。

（
38
）　G

am
bier Bolton, 

“Pictures on the H
um

an Skin,

” Strand m
agazine  : an illustrated 

m
onthly, April 1

8
9
7, pp. 4

2
5 –
4
3
4. 

彫
千
代
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
日
本
近
代
文
学
館

収
蔵
の
下
絵
は
絹
本
に
縦
横
一
セ
ン
チ
程
度
の
蝶
を
は
じ
め
と
し
て
繊
細
な
図
柄
が
描

か
れ
て
い
た
。

（
39
）　
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
検
討
し
た
が
、
彫
千
代
自
身
が
海
外
に
渡
航
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
）　『
日
本
旅
行
案
内
』
は
、
当
時
の
最
も
有
名
な
外
国
人
向
け
旅
行
案
内
書
で
あ
る
。
一

八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
か
ら
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
か
け
て
九
版
を
出
版
し
た
。

初
版
と
第
二
版
ま
で
は
在
日
英
国
大
使
館
職
員
で
あ
り
同
時
に
日
本
研
究
の
基
礎
を

作
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
執
筆
を
手
が
け
、
横
浜
の
ケ
リ
ー 

ア
ン
ド 

ウ
ォ
ル

ス
社
が
出
版
し
た
。
第
三
版
か
ら
は
、
東
京
大
学
の
教
授
で
日
本
研
究
者
で
あ
る
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
が
執
筆
を
担
当
し
、
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
し
た
（
長

坂 

二
〇
一
〇
）。

（
41
）　
日
本
製
タ
バ
コ
ケ
ー
ス
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
、Arthur Bond

の
広
告
を
一
八
九
一
年
か

ら
一
九
一
四
年
ま
で
年
代
別
に
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
る
。
一
八
九
四
年
以
降
の
広
告

に
は
タ
ト
ゥ
ー
ル
ー
ム
の
案
内
が
な
く
な
る
。Sm

oking sam
urai. http://w

w
w.

sm
okingsam

urai.com
/ART

H
U

R
_BO

N
D

.htm
l

（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
九
日
最
終

閲
覧
）

（
42
）　
同
紙
の
翌
日
付
記
事
に
著
者
と
し
てRobert H

. D
avis

の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
。

（
43
）　Th

e C
alifornia D

igital N
ew

spaper C
ollection

を
参
照
し
た
（pubulic dom

ain

）。

（
44
）　
最
初
に
サ
イ
マ
ル
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
版
を
引
用
し
た
。
朝
日
新
聞
社
に
文
庫

で
収
録
さ
れ
た
際
に
は
翻
訳
は
「
彫
師
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。
原
本
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、H

ori

と
彫
師
が
示
さ
れ
て
い
た
。

（
45
）　
訳
本
に
は
、
一
円
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
金
貨
六
枚
に
相
当
す
る
と
、

解
説
さ
れ
て
い
る
（
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
著
・
鈴
木
文
彦
訳 

一
九
八
五
：
六
頁
）。
横
浜

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
費
は
四
円
、
ガ
イ
ド
料
は
一
日
一
円
に
交
通
費
を
加
え
た

も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）　
赤
川
は
、
日
本
海
軍
の
根
拠
地
、
横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
に
も
彫
師
が
い
て

秘
密
理
に
営
業
し
て
お
り
、
近
来
は
海
軍
軍
人
、
船
員
に
流
行
っ
て
い
る
と
も
語
っ
て

い
た
。
た
だ
し
、
赤
川
の
こ
の
談
話
を
裏
付
け
る
資
料
は
、
筆
者
は
現
段
階
で
は
目
に

し
て
い
な
い
。
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（
47
）　
当
時
七
十
八
歳
の
鈴
木
甚
五
郎
。

（
48
）　
当
時
七
十
三
歳
の
戸
部
米
吉
。

（
49
）　
東
京
朝
日
新
聞
社
編
『
郷
土
秘
史
横
浜
開
港
の
頃

―
夜
明
け
前
の
日
本
を
語
る 

附
・
よ
こ
は
ま
外
人
墓
秘
話
』
横
浜
郷
土
史
編
纂
所
、
一
九
三
六
、
九
二
頁
。

（
50

）　Frederick D
iodati T

hom
pson, 

1
8
9
3, In the track of the sun  : Readings from

 the 

diary of a globe trotter. N
ew

 York : D
. Appleton, pp. 4

5 –
4
6.

（
51
）　
日
本
近
代
文
学
館
に
も
、
有
島
生
馬
の
小
説
「
彫
千
代
」
関
連
資
料
と
し
て
同
じ
写

真
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
写
真
の
被
写
体
男
性
の
胸
元

に
は
、
他
の
写
真
に
は
な
い
「H

O
R

I C
H

YO

」
と
の
ぎ
こ
ち
な
い
文
字
が
見
え
る
。

こ
れ
は
撮
影
後
に
書
き
込
ん
だ
も
の
と
判
断
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
腹
部
の
文
字
は

「
歳
よ
っ
て  

い
ら
ぬ
も
の
と
は
思
え
ど
も  
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
鳶
の
ぼ
る
へ
い
」
と
い

う
狂
歌
で
あ
る
（Yokoham

a Tattoo M
useum

 ed. 2
0
0
8

：
四
頁
）。

（
52
）　「
長
崎
大
学
附
属
図
書
館  

幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」http://

oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/jp/

に
て
「
刺
青
姿
の
男
性
（
１
）」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。
目
録
番
号
：1

7
5
5

、
撮
影
者
は
鈴
木
真
一
（
二
代
目
）。

（
53
）　「
ほ
り
ゅ
う
の
物
語  

彫
宇
之
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」https://popm

inam
i2
0
0
5.w

eb.

fc2.com
/horyuuno.htm

 

（
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
四
日
最
終
閲
覧
）

（
54
）　
英
文
新
聞
記
事 

“A Japanese tattooer,

” Liverpool M
ercury, 2

6 D
ecem

ber 1
8
9
1

を

訳
出
し
た
。
同
記
事
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
十
二
月
ご
ろ
に
英
国
各
地
の

新
聞
紙
に
“Japanese tattooing.

” 

な
ど
の
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

（
55
）　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
タ
ト
ゥ
ー
特
集
記
事
に
定
番
的
に
掲
載
さ
れ

る
写
真
を
も
と
に
描
き
起
こ
し
た
挿
絵
が
並
ぶ
記
事
で
は
、
日
本
人
の
若
き
彫
師
と
し

てC
him

o

が
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
“Tattooing their arm

s, back and breasts is the 

latest queer fashionable fancy of English royalty,

” N
ew

 York journal. 
2
4 January 

1
8
9
4.

（
56
）　
英
国
の
新
聞Kingston G

laner

の
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
三
月
二
十
三
日
の
記

事
に
よ
る
と
、
日
本
人
彫
師C

hijo

が
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
も
と
で
働

い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
日
本
人
彫
師
もH

ori C
hio

の
可
能
性
が
あ
る
。
“A 

tattooner,

” Kingston G
laner. 2

3 M
arch 1

8
9
7.

（
57
）　
“On Tattooing,

” Th
e N

ew
castle W

eekly C
ourant. 5 N

ovenber 1
8
9
8.

（
58
）　
“Fugured skills Th

e Lastest Fad,

” Th
e San Antonio D

aily Express. 6 February 1
8
9
8. 

が
、
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
の
初
出
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
後
、
“Up-to-date Tattooing.

” 

と
題
し
て
一
八
九
二
年
二
月
以
降
米
国
の
各
新
聞
に
転
載
さ
れ
る
。

（
59
）　
詳
し
く
は
、
小
山 

二
〇
一
〇
：
二
二
九
頁
―
二
三
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
60
）　G

eorge Burchett, 1
9
5
8, M

em
oirs of a Tattooist  : From

 the N
otes, D

iaries, and Letters 

of the Late ‘King of Tattooists,’” London : Pan Books.

（
61
）　
英
国
の
研
究
者
で
あ
るM

att Lodder

へ
の
二
〇
一
九
年
三
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

よ
る
と
、
二
十
世
紀
初
頭
の
ロ
ン
ド
ン
で
専
門
職
を
名
乗
る
彫
師
は
三
名
ほ
ど
し
か
い

な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
状
況
は
、
当
時
の
新
聞
広
告
で
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、

日
本
の
状
況
は
式
亭
三
馬
が
一
八
一
〇
（
文
化
七
）
年
に
書
い
た
『
腕
雕
一
心
命
（
う

で
の
ほ
り
も
の
い
っ
し
ん
い
の
ち
）』
で
彫
師
が
専
門
職
と
し
て
歌
川
国
満
に
よ
る
挿
絵

で
描
か
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
彫
師
を
研
究
し
た
玉
林
の
著
書
『
文
身
百
姿
』

で
は
、
幕
末
よ
り
昭
和
初
期
ま
で
に
江
戸
、
東
京
を
中
心
に
し
た
彫
師
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
小
山
の
著
書
で
は
他
の
文
献
か
ら
付
け
加
え
、
計
二
十
八
名
の
彫
師

名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
小
山 

二
〇
一
〇
：
三
三
頁
―
三
四
頁
）。

（
62
）　
当
時
の
欧
米
で
主
流
の
図
に
つ
い
て
、
詳
し
く
はR

. W
. B. Scutt and C

hristopher 

G
otch, 1

9
7
4 

を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、N

ew
 

York H
istorical Soceity

で
開
催
さ
れ
た
企
画
展Tattooed N

ew
 York

の
公
式
サ
イ
ト
と

ブ
ロ
グ
に
お
い
て
も
、
当
時
の
下
絵
ほ
か
を
閲
覧
で
き
る
。https://w

w
w.nyhistory.org/

exhibitions/tattooed-new
-york

（
63
）　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
は
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
、
お
よ
び
一
八
七
八
（
明
治

十
一
）
年
か
ら
七
九
（
明
治
十
二
）
年
に
滞
在
し
た
米
国
の
動
物
学
者
で
あ
る
。

（
64
）　
有
島
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
下
絵
自
体
が
「
横
浜
出
来
」
の
み
や
げ
も
の
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
有
島
が
入
手
し
た
彫
千
代
の
下
絵
に
は
、
当
時
の
横
浜
で
み
や
げ

80



と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
着
色
写
真
の
ア
ル
バ
ム
と
同
様
の
菊
花
が
描
か
れ
た
漆
板
の
表

紙
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
（
有
島 

一
九
二
四
）。

（
65
）　
日
本
経
済
新
聞
社
文
化
部
編
『
日
本
人
の
手
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
三
、
一

九
一
頁
―
二
〇
〇
頁
。

（
66
）　
山
下
裕
二
監
修
『
明
治
の
細
密
工
芸 

驚
異
の
超
絶
技
巧
！
』
平
凡
社
、
二
〇
一
四
、

ほ
か
。

（
67
）　
宮
武
外
骨
「
文
身
の
女
」『
面
白
半
分
』
半
狂
堂
、
一
九
二
四
、
九
四
頁
。

（
68
）　Rebecca Seales, 

“Tattoos in Japan : Th
e eye-w

atering art thousands cross the w
orld 

for.

” 8 O
ctober 2

0
1
9. https://w

w
w.bbc.com

/new
s/w

orld-asia-4
9
8
3
5
3
4
4

（
二
〇
二
〇

年
七
月
二
十
七
日
最
終
閲
覧
）

参
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文
献
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・
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、
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梨
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フ
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デ
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ナ
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著
、
安
藤
勉
訳
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